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表紙写真の説明

北海道から岩手県北部Kかけては，左だらか在高原状の地形が広

〈発達している。他県から来ると，か左 b異国的ま印象をうける。

との地形は，最後の氷期K生じた周氷河地形の一種である。岩手

県北部は，氷期Kは，ツンドラ地帯またはそれK近いものであった

と恩われる。

在だらか左地形は，ソリフラクシ，ン〈流土〉といわれる作用K

よって形成されたものである。土中の水の凍結・解氷の繰b返しK

よって，表土が斜面を極めてゆっく bと移動して，左だらか左地形

を作る。とれKは流水の作用は加わら左い。表土が移動すると同時

tc:.土中Kあった岩石片L 浮上し，地表K達した後横方向K移動

する。

表紙の写真は.;1リフラクションの証拠を示す断面で，当時は，

古生層 (?)Aの上位を. B. Cの火山灰が$-$"っていた。地表は

Dである。基盤のAから. B. C中を岩石片がゆっ<t浮上し，地

表K並び，やがて，低い方Kむかつて移動した。その後火山灰Eが

つもって，当時の地表をそのまま保存した。 Fは現在の表土である。

写真の場所は，伊保内南方である。
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太陽黒点観測について

盛岡第三高等学校地学部天文班

1 はじめに

さまざまな太陽現象の中で，黒点ほど菅からよく知られている現象は左い。古代人は太陽を神と

してあがめ，朝KタKその姿を拝していたようである。

太陽黒点の観測らしい観測を行左ったのはガリ νォが最初で，黒点観測の歴史はそれ以来三世紀

半あま Tt'C左るが，との間K観測方法や研究は大いK進歩した。ひと昔前Kは考えられ左かったよ

う左鮮明左写真が，大き左尺度でえられるよう K左T，また，資料がふえるKつれて，黒点の徴細

構造や，関連現象左どKついての研究も進んでいる。しかしその一面，いまだK解け左い謎を多〈

残しているようでもある。

私達地学部天文班でも，その謎K挑戦するためt'C， 1977年からずっと太陽黒点の観測を行左っ

ている。以前Kも， 1969年から 1974年まで観測を行左っていたが， 継続的では左かったよう

である。

そとで今回，観測資料は充分ではないが，現在までの観測資料をもとK黒点Kついてまとめて，

その研究内容を吟味してみたいと思う。諸先生方のど指導，ど助言をいただけるととを期待してい

る。

2 相対数について

黒点相対数とは，

黒点の数の変化を

数値的Kあらわす

方法のーっとして，

世界中で用いられ

ているもむである。

とれは太陽活動の

度合いを示す指標

として古くから注

目されてきた。

1849年，スイ

ス，チューリッヒ

{凋鈍事J

。
l勾71 ''1'11 Iq7~ ''''7，今 '''''5 1""6 '''"'1 14'1! '"'''' 11180 (帯}

錦唱園 1カ月毎の黒点平均値

1971年5月から 1980年 5月までの 1カ月$の瓜点平均値
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天文台の台長であったタオルフ (J.R.Wolf) が決めた定義であるo いま，ある日の太陽面K

総数 f個の黒点が出て:l.. " .T ，とれがg群Kわかれていたとすると，その日の相対数は， R=K(10 

g + f )であらわされる。 Kは個人係数で観測方法の違いのため，結果が人KよってまちまちK在

るため，とれを一定の基準Kひき左 bすための補正値である。

グラフ第 1図は， 1971年5月から 1980年5月までの月どとの相対数の平均値の変化である。

残念左がら， 1974年から 1976年までの資料がほとんど左い(観測しなかったようである〉。

そとでとれからの考察はその不足分を天文年鑑左どKある資料をもとtc，補いながら述べていきた

いと思う。

太陽活動は， 1978年以来大きな転換期を迎えたらしくて，近頃急激K増大しているようである。

第 1図でいちばん13l'Cつくのは，増加期Kあたる 1977年頃から@数値の変化である。だんだんと

増していくのがよくわかる。最近の観測記録と照らし合わせてみると， 197併手末から 198併手K

かけてが最も高い値を示しているo 極大期のヤマ場では左いかと思う。ちょうど 1976年半ばか極

小期とされているのでその約3年後K極大期が訪れたというととは，黒点周期性〈注 1)からして

予想通りであるが，昔K比べてちょっと早いよう左気がする。

天文年鑑を見ると，ととK最近の太陽活動の活発化の影響がみられるのでは左いだろうか。 1977

年から新しい周期(第 21周期 )tc入っていったようであるが，その前の 20周期 (1965年から

1976年〉はどうであったろうか。さしあたってととでは， 1971年からのものを考えてみるとと

Kした。減少期Kあたる 1971年頃は資料不足もあって，あま b傾向がつかめ左いが， 1972&手頃

から 1973年Kわたって平均すれば，少しずつではあるが諒少している。私達の観測結果からでも

とのようK一般的Kいわれている周期性が何と左くつかめた感じがする。

〈注 1:黒点の周期性…・・…・ 11年周期。極小期→増加期→極大期〈極小から 3-5年後〉→誠

少期→そして極小期。とれが約 11年毎K繰り返される。〉

3 緯度別分布とマウンダー図

つぎK示してある第 2図は， 1977年から 1980年までを l年毎K区切って 50どとの分布の割

合を示したものである。また，その右横Kは関連性を見い出すための一つの示唆として，その年ど

との相対数のグラフも記載してある。〈全面はとても密K在ってわかり Kくいのでと乙Kは載せな

い。〉

まず全体的左傾向としていえるととは，極小期を過ぎたばかbのイは中緯度K比較的多く分布し

ているo そして増加期から極小期Kいたって高緯度黒点は少なくなっていき，反対K低緯度黒点が

増えていくというととである。また，ほとんどの黒点は赤道から 450
の帯域K出現しているようで

す。その中で最もよく出没する範囲は 10
0
から 30

0
と中緯度K集中している。
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つぎK第 3図の

マウンダー図〈操 歩ヒ

々図〉を見てみよ ギ 11:1 

ぅ。マウンダー図 伴 1ハ

の由来Kついては，

4節のシ晶ベラー

の法則の説明とー

緒K解説するが，

大ざっばKいえば

横軸K年をと!'J， 

縦軸K各自転周期

〈約 27日〉毎K

黒点c大きさとは関

係左しその出現し

た緯度範囲を示すも

のである。

図からわかるよう

t'C，赤道を中心とし

て緯度はほぼ南北対

称K移bかわってい

くようである01971

年から 1973年Kか

けては，ちょうど誠

少期Kあた!'J，赤道

から中緯度付近K黒

点が集中しているo

そして新しい周期K

入!'J1'!l7年Kは高緯
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QJa図マウンダ図

1971年5月から 1980年5月までの観測l値

度から中緯度K分布している。また， 1977年以降は黒点は平均的K低錦度・中緯度K分布してい

るが，どちらかというと低緯度黒点がだんだん増加していくようである。

第 3図のグラフの傾向をみてきたわけであるが，ととでまとめてみるととKする。最も注目すべ

きととろは，黒点は太陽@活発化K伴い，その錦度範囲が高緯度からだんだんと低緯度K移って〈
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るというととである。そして極大期とろは，高緯度黒点はほとんど左<，赤道から中緯度K集中し

ている。いちばん低緯度K逮するのが極大期から 1-2年後であるそうまので，とれからもどんど

ん黒点が低緯度化してい〈と思われる。

4 シュペラーの法則

まえKもちょっと書添えてあるが，黒点の出現した緯度範囲を示したマウンダー図tcj;oいては，

r$l=-.ベラーの法則 Jというものが必要K在って〈るo とれKついてふれよう。

黒点の緯度K関する分布は若しい特性をもっている。隠とんどすべての黒点は赤道から 450
の帯

域K出現する。士 40
0

の外K出現するのはきわめて少左しまれtc+710 <らいまで寿命の短い黒

点が観測されている。ある時期K黒点のよく出没する緯度範囲は， 150
から 200

の幅で，との帯域

は相対数の変化Kつれて移動していくようである。

との事実は 1858&手忙キャリトンが発見したものであるが， γaベラーが，その後 16124手まで

さかのぼってよ〈研究したので，との法則を「 γaペラーの法則 J(次節〉という。また，マウン

ダーはとの法則K基づいて， 1874年から 1913年の黒点緯度を図で示し， 1922年K発表したが，

l周期中tcii-ける全黒点の出現緯度分布は蝶が羽根を広げたよう在形K走るので， r蝶々図〈マワ

ンダー図)Jとよばれている。

極ノ'J、期K在ると，前周期の終末である赤道付近の黒点K加わって高緯度K小黒点があらわれはじ

める。ど〈寿命の短い小さいものであるが， とれが出はじめると新しい周期K入ったととが

わかる。

また，高緯度第 1黒点出現から極小期までの期聞はほぼ1年左いし 1年半であるととが統計的K

知られているので，極小の時期をある程度推定するのK役立つようである。その時期は中聞の領域

Kはあま b出現し左いととも一つの特色である。それからあとは，赤道付近のものが左〈在って，

高緯度から順々K低緯度K出現帯が移って〈る。同時K黒点数も増大し，士 150
付近〈中緯度 )tc

いたって極大と在る。との移動の周期は相対

数の周期とほとんど同じであるが，周期どと

の相違は相対数のそれよ b少ない。また，相

対数C極大値が大きい周期では，黒点の出現

帯域も高緯度からはじまる傾向がある。

第 4図は極性の法則と黒点周期〈へール・

=コルYン〉を示す図である。上の図は年度

毎C黒点の相対数を，下の図は出現域の移動

と双極群の極性の並び方の変化を示している。
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鯨4園 極性の法則と黒点周期(へール・=.ルソン〉

上回は鳳点相対歓.下回は出現総の移動と双僅鮮

の極性の並び方の変化を示す



とのよう左図ができるのは，光球面K対して黒点自体が勝手K動きまわるというようまととが，

ほとんど左いからである。無秩序左多少の固有運動はあるが，大望遠鏡Kよる精密左観測や，写真

測定が必要左ほど小さい量である。 1周期(1 1年〉が終わると， r操が 1羽誕生jするととK左

る。

、込〈
蛇足かも知れ左いが，第5図の双曲黒点図t'C0極g もあらわされている

けれども，とれは「極性の法則 Jと呼ばれるもので，アメリカのへールと

=コルソyが発見した。つま.b，ある 11年周期では北半球では先行黒点

が北極をまし，南半球ではその逆の性質を示し，次の周期ではとの関係が

全〈逆K左るというととである。ちょうど棒磁石を馬蹄形K曲げて太陽K

埋めとんだと考えればよい。

す左わち第 5図のようK左る。との事実から黒点の本当の周期は相対数

の周期の2倍，つま.b22-23年であるととがわかった。

第5園双橿黒点

機磁石を馬蹄形tc陶

げて太冊に埋めとん

だ形をあらわす図

5 発生状態による分布

第6図は，黒点の発生状態を， 1:東出消滅， 2:東出西没， 3 :発生西没， 4 :発生消滅の4

種類K分けて，全体の割合をみたもので黒点の太陽面上Kあらわれている回数，つま b黒点の寿命

の長短を示している。

(1) 東出消滅………太陽面上tc:1?いて東K出現し，突如として消載した黒点。

ω 東出西没………太陽面上t'C$-いて東K出現し，西K沈んだ黒点。

(3) 発生西没………太陽面上tc$-oいて突知発生し，西K沈んだ黒点。

ω発生消滅………太陽面上K会いて

突如発生し，突如

消波した黒点。

東出西没は， 12， 5日以上活動を続け

るもので，発生消滅は 1-2日， 3-4 

自在ど短い期間で消載してしまう。

第 6図は黒点の発生状態を示した図で

ある。第6図から推察できるととをまと

めてみたいと思う。

a 全体的Kは発生消滅型が多いとと

である。

b ロのグラフK関しては，東出西没
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型，発生消滅型，東出消滅型のしめる割合が急激K高〈在って行って発生西没型のしめる割合

が逆K減っているo

c ~、K在ると逆K東出西没型，発生消滅型が誠って，東出消滅型，発生西没型が増えているo

d .=.は東出消滅型はさらK増え，発生消滅型は減る。東出西没型と発生西没型Kはあまり変化

が左いようであるo

ζれらのととから，ロのグラフはちょうど相対数の増加期Kあたっているので，寿命の長い黒点

が増えると共tc，寿命の短い黒点も増えるという変化は，太陽活動の活発化を示しているのでは左

いだろうか。また，滅少期Kは寿命の短い黒点の出現数が法ると共K小黒点の出現が少左〈在って

いるととがわかる。

6 黒点型による分布

第 7図は，出現した太陽黒点群をそれぞれの群型K分類し， 1つの群の中で最も大きく発達した

時の群型をその黒点群の型としてそれぞれの割合をまとめたものである。とのグラフからわかると

とを述べてみたいと思う。

イのグラフではA型は左(， C， D 

型が大半をしめている。

ロではC，D型は誠 9，A， B型左

どの小黒点が増えている。

ハでは，小黒点がさらK増えている。

ニでは，小黒点は法るが，大黒点は

増えているo

全体を通して，中型の黒点が年々被

ってきて， J型はあま b変わら左いと

とがわかるo 増加期Kは，小黒点も増

え，発生消滅左ど短い期間で消えてし

まうのが多(，大黒点Kは東出西没左

向lIBIU斗s叶I c ~純仇IA.I I 0似 d 間 J1ぺ4何11'r腎l
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錫7図 太陽黒点の群型分類

~'I"，7. <fE;I 

ィ，ロ， "、，:.院第 2固と同線。北半球・南半球のロの

節分が空白K在っているのは，観測資料が不足したので

求められ念かった。

ど，長い期間太陽面K出現していて，ある程度形を変えながら発達するものが多かった。

しかし， 1つの黒点が必ずしも， E， F型K発達するとはかぎら左い。むしろ， E， F型K発達

するのは非常Kまれで，一生をDやH型，またはAや J型で終わるものが多いようである。と (tc

北半球のイのグラフでは最高でも D型Kしか達しなかったという結果である。とれは相対数からみ

てもいえるようtc，太陽活動があま b活発で左いととを示しているo 活発でないと出現する黒点も

少左い上l'(，発達も中途半端で終わるのでは左いだろうか。ロ t ~、，ニKかけて E と Fの大型黒点
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がだんだん増えてい〈ょうである。とれは増加期から極大期付近Kかけての傾向とみるととができ

ょう。

7 まとめーー感想

最近の太陽活動の様子をみてみると，か左 b活発K走ってきて観測・スクタチを行なう上でもや

bがいがある。そとで本年度はきっかT1年毎K分けてその発生状態・緯度分布・黒点型Kよる分

布，また月どとの相対数という 4つの観点から調べてみるととKしたのである。時間とか資料不足

から，きちんとまとめきれ左いととるもあって，か左 b雑ではあるが，どの図tc$-いても何らかの

規則j性とか傾向がみられた。と<l'C私たちは，今年の太陽黒点。報告を述べるKあたって中心と左

った増加期から極大期付近Kかけての太陽活動の活発走時期K焦点をbいてきた。つま b相対数の

増加Kとも左い，その発生緯度は高い方から低い方へと移動していき，寿命の短い小黒点や，寿命

の長い大黒点が増え，と <tc大黒点は実Kすばらしい発達の過程をみせたという結呆が出てきた。

しかし私たちは今周期tc$-いて，最初〈極小期〉から観測を実施したわけではまいし，また，普

から何オ嘩も続けてきたわけでは左いのであま b断定はでき左い。一つの傾向としても，もしかす

るとまた違った面から別の規則性を見い出すととができるかもしれ左い。ともあれ，とれからもず

っと黒点観測を続けていきたい。それKと<tc黒点型左ど判定する際K正確性と統ーが必要である。

黒点観測の目的とか，目標は一概Kは言えまいが，とKか<，常Kきちんと実施して，資料がた〈

さんそろえばそれ左 bの考察ができるし，価値も出てくると思う。 <T返し継続してやってい〈と

とが観測の意義であると思われるし，今後も部員が継続して観測されるととを切望する。

投稿へのお願い〈会誌利用のー側面について〉

本会の会誌利用Kついての立場tL， 2つあるのでは左いかと考えています。一つは，一般

的左考え方ですが，寄かれている会誌の内容から利益を受ける場合で，大方はとの利用法K

在ると思います。

もう一つの立場は，会誌は毎年数十頁tc$-よぷ紙面を会員のためK提供し，その投稿を待

っているという考え方です。会誌は，会員が発表してみたいと思う内容を発表できる場であ

るというととです。との後者。考え方が，案外理解されていない感じがいたします。

とのよう左立場での京周，つま t，会員からの自主的左投稿が増加した時，本会は真K充

実したものK在っていくととでしょう。

官つての投稿，特K若い方々@投稿を期待しています。
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日本古来の製鉄法一ーたたら

岩手大学教育学部附属中学校 田 中 吉兵衛

唱 はじめに

日本製鉄業の近代化への胎動は釜石鉄山から始まった。幕末時代Kオランダの技術書を通じて，

南部藩士大島高任らが研究・努力したものである。とれらのととは多くの人々が知っている。

ととろが，いわゆる「たたら」という日本古来の製鉄法が岩手K存在」良質の和銅・和鉄を，

長い歴史の歩みのうちK生み出してきたととKついては案外知られていまい。

盛岡東安庭Kある「たえら山〈鑑山)Jの由来を調べていくうちt'C，いくつかの文献で「岩手の

たたら Jt'Cついて述べられているととを知った。

原料鉄の問題との関係で注目すべき点があ9，との日本古来。製鉄法「たたら Jt'Cついての概略

を紹介する。

もちろん，具体的左調査は未だであ9，rたたら Jt'Cついての知識があるというわけでもまし

ただ， rたたら」があるととを文献K基づき紹介しようとしているのである。

2 たたら山〈鑑山〉

錨山は，かつて「鑑締山」と呼ばれていた。そとでは錨が作られ， rたたら Jをした跡があると

言われていた。文献(1)t'C次のようK述べられている。

g 時鐘 同所土手の上K有

延賓七年十一月出来也。堂三間四面，鐘高さ龍頭まて六尺七寸，径四尺，周一丈二尺五寸，

厚さ五寸，此銅九百五十九貫百目，鉛五十貫目，錫八十貫目，鉱丹六十貫目2惣計千百四十九

貫目，此内，成拾貫目程揚Kて残れ9，然れば重さ千百三十貫目程也。世俗云侍ふ，此鮒すの

錨締山Kて錨た9，夫よ b山の名となる。今K其たたらすへたる跡有と云g

g 錨縮山

金勢山南館山。世の好事家，是を蔦葉集Kある，あたたら山也と云へとも，あたたら山は仙

謹封域Kあbて，此等Kあらす偶名の似たるを以て附曾せる也u0 

文献だけで「たたら」があったと断定でき左い。がJ rたたら Jの研究者Kよると， r鑑」とい

う名前は，鉱石を製錬する炉からつけられたものであ9，製錬する炉がそとKあると考えて，まず

まちがい左いと言われている。たとえば，文献ωKよると，

g との錨とか鑑という名まえは，もともと金属を溶かす錨〈炉〉の意味を持って$-9 t 鉱石を

製錬する炉がそとKあった ζ とからきていると考えて，まずまちがいない。金属を溶かすKは
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火がいる。火を主?とすKは風がいる。風を主?とすKは，ふいどという道具が必要である。ふい

どという字は，漢字では「舗」もしくは「輔J，あて字で「吹子 jと書〈。ふいどは炉の生命

だから，とき ~r鑑 J と書いて「ふいど J と説む場合もある，

である。

「錨縞山」が，いつ頃から「鑑山」と呼ばれるようKなったのか左どKついては，文献を探し出

すととができ左かった。しかし，文献(3)~ よると， r舟橋八景 J <D中~r 鑑山秋月 J として読まれ

ている。

8 江戸中期Kは既K盛岡八景が読まれていたと証左するものである。しかし文化，文政の頃，

再び盛岡八景が定められたものがあり，更K二三の異景を収めた別@集がある。また舟橋八景

が選ばれて，むしろとちらの方が有名で，。ちKとれを盛岡八景と称しているもむが多い。

舟橋八景 安庭附嵐 北上川婦帆 高嶋夜雨 錨山秋月

舟橋タ照 沢田落雁 円光寺晩鐘 岩手山暮雪 g 

錨山の由来Kついては，以上の事柄を知るととができた。ただ，地名C研究者は，地名Kなった

由来ははっき bし左いとされていると述べている。文献ωKよると，

g タタラは「足で踏んで空気を送る大き左フイゴで，フイゴク〈タタラ〉は鋳物を造る時K用

い，製鉄K関連するタダ，タラも同様で J地名K左った由来ははっき bしない，

' タタラ地名は全国t'C56例あ9，東北地方Kは7例，岩手Kは5例位で北上山地北部の葛巻，

山形Kまたがる多々良山や，種市大谷の多々良〈多太良)，船越半島の多々羅山，盛岡市川自

の鑑山〈多田羅山 391)，大迫内川目の鑑野左どあ911

3 たたら

日本古来の製鉄法「たたら Jは，地域的左特徴を秘めている。その中で，岩手のたたらKついて

特別K関心を持っている研究者がいるとともうかがえる。たとえば，文献ωKよると，

P 砂鉄の製錬とその加工の技術とが，日本の文化史のうえで果した役割Kは，ひじよう K大き

左ものがある。わたしたちは，との古来の製鉄法のととを，いっばんt'Crたたら吹き」とか，

「たたら製鉄法」とよんでいる。しかし，とともたたら吹き→割棋の製錬→玉鋼→日本万=

明治以前の日本製鉄技術 というようK込想して，もし江戸時代まで砂鉄の製錬以外Kわが国

Kは製鉄法は左かったと解釈するなら，それはまちがっている。ととK岩手県を中心とする東

北各地tc~いて，鉄鉱石製錬の長い歴史があったと考えられるからである，

また，文献(5)tcよると，

' 東北岩手県のたたら跡は，その後同地域で稼動し始める釜石製鉄所との関係で興味深い。す

左わち，大島高任が洋式高炉を築き，釜石で始めて，近代的左製鉄技術を確立したととK左っ
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ているが，然し，同地方Kは，かつて岩鉄を使用したたたら操業が行われた事を示唆する資料

が多い。釜石の新沼鉄夫氏が，精力的Kその跡をbってbられるが，その成果は貴重であるs

というようKである。

岩手のたたら跡を調査している新沼氏は，

f岩鉄を使つてのたたらの復元操業 Jをし，

製造した訴を使って，小万等をとしらえ

ているという。

第 1図は，新沼氏が復元した炉の写真を

模写したものである。

炉は，耐火煉瓦を積み重ね，耐火粘土で

~~ったものである。

たたらの構造を推察するtL，炉の内tL，

木炭と原料鉄を交互K積み重ねさらtL，

その上K土や粘土をかぶせて密閉し，点火

したらしい。

第 2図は，たたらの構造を，文献

を基Kし左がら描いた想像図である。

第 2図のよう左構造を持ったたえ

らは，露天工場としての「野だたらj

m唱園 復元炉の写真の模写図

上を土や粘土で密閉する

柴左ど

木炭の粉を練ったもの「手挽吹子」で行左われていた。

との「手挽吹子 Jがやがて「踏み

ふいど Jtc発展し，さら~r てんび

んふいど J~改良されるよう K左 9 ，

〈木炭の粉と石英を練b合せたもの〉

，"2固 たたらの僧造の怨像図

「野だたら Jから，屋内工場として，合理的な装置としてのたたら炉を備えた「たたら〈高殿)J 

を完成させるK至った。

第 3図は， r日本山海名物図会JtLある「踏みふいど」を模写したものである。

左~，藩末Kは，岩手の小久慈の山中で，文献(6)tLよると，

gフイゴは牛或は水車で動かすs

という方法がとられていた。

4 原料鉄



たたらの原料は，一世

的K砂鉄とされている。

とζろが，岩手県を中

心K来北各地では，鉄鉱

石を原料とし，製錬した

可能性がある と言われて

いる。文献(2)~ よ る と，

' 釜石市在住の郷土

史家新沼鉄夫氏は，

小林家の周辺K所在

する小槌製鉄遺跡~

残存する鉄鉱石と鉄

浮を分析した結果，

操業年月は不明だが，

鉄鉱石は，高純度の

磁鉄鉱であり，鉄棒

はその磁鉄鉱を製錬

したさいのものであ

るととを確かめたa

グ いったい岩手県K

は，鉄鉱石製錬と砂

鉄製錬の遺跡がひじ

l 川

M3図 「日臨みふいど」の筏:J.J図
日本IJI泌名物園会よ b

ょうK多い。新沼氏Kよると，全部調査すると一五'0か所はく だるまいといわれ， とれらの遺

跡は大きく北部，中部，南部の三沿岸地帯K分けられる。そ して，中部，南部の両沿岸地帯で

は 「鉄鉱石と砂鉄Kよる製錬Jがそれぞれ行われ，さらK両地帯とも 「鉄鉱石による製錬の方

が砂鉄Kよる製錦より先行 していた形跡がきわめて濃厚である 」とされる g

と述べられている。

岩手のたえらの多くは砂鉄を原料Kしていたはずである。新沼氏の調査Kよる と， 鉄鉱石製錬の

遺跡である と結論づけれる遺跡は.1 4か所ほどある。また，盛岡のま童底で売っている鉄びんで

も高価念ものは窃棋を原料Kしているというととからもうかがえる。

それKもかかわらず，鉄鉱石製錬が注目されているのは，次の理由Kよる。文献(θから，

' とまかい粒状の磁鉄鉱を使うと，たたらで比較的容易vc115 O"C前後で遼元 しうる$n
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P 岩手県下Kは，釜石鉄山のようtc，良質の磁鉄鉱ゃ，また餅鉄，さらKその風化した粒状の

磁鉄鉱左どが豊富Kあt， したがって，同地方Kは，大島高任の高炉操業以前tc，岩鉄を処理

する技術があったととを示唆する資料が多いg

興味のある主張である。

5 おわりに

最近， rタタラの語源 Jtcついて新聞(ηK掲載されたものを紹介し，結びKする。

g 自前の技術か否かは別として，わが国古来の原始的製鉄法をタタラと呼ぶが，との名称Kつ

いてはまだ定説が左いg

g 江戸期ドイツ人γーボルトの書いた「日本Jの記事tc，r日本は長い間，その名も知られず，

そとKはタタールの地からの渡来者が住んでいたH ・H ・Jとあるg

' とのよう K見てくると，とれらの地名の集中するオピ川上流地域は，かつてタタール人の原

郷であったようK考えられ，また同時K鉄とのかかわbの深い地方のようだs

8 タタラ製鉄のルーツを模索すると，南北の渡来ルート K大別できるが，北方系のひとつは前

記の地域を経て東遷したのではあるまいかg

【引用文献】

(1) 南部叢書(ー)，南部設害事府会，歴史図書社:， 19700 

(2) 鉄が語る日本の歴史(上)，飯田賢一，そしえて文庫， 19760 

(3) 目で見る盛岡今と昔，盛岡市公民館， 19710 

(心三陸海岸・北上山地の地名，小島俊一， トリヨーコム， 19810 

(5) たたら，黒岩俊郎，玉川選書， 19760 

(6) 近代鉄産業の成立ー釜石製鉄所前史，富士製鉄株式会社釜石製鉄所， 19570 

{η 朝日新聞「研究ノート・タタラの語源 J，大沢真澄， 1981， 9月22目。

勤務先〈文は住所〉変更の場合は，直ちにと連絡ください。

諸連絡や会誌・会報左どの発送K支障をきたしますので，是非励行してください。

年度末の人事異動の際は，転任の挨拶状を是非事務局Kも忘れずtc$o願いいたします。
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地域素材の教材化と 6年の地層学習

(時空概念を認識させるためVC)

安代町立田山小学校 藤原郁夫

唱 はじめに

改定指導要領tc$-いて，直接体験が重視されてきている現在，地学教材をあっかう K際して，子

供達が生活している地域の素材を教材化して使うととが，重要Kまってきている。

そういった場合，地層教材を授業の中であっかう時K考えさせられるCが，時空杭念を子供達K

とらえさせるためtc，どう授業を組み立てて行けばよいかという点である。さいわいKも本校は，

周辺K多くの岩石や地層の露頭があt，またその様子も比較的単純であるので，小学校段階での地

質の野外観察をするうえで，大へん好ましい褒境Kある。

との稿では，露頭Kめぐまれているという地域特性を生かし，子供達tcr時聞の流れ Jr空間的

広がTJをとらえさせるための 1例を述べたい。左$-，本稿の一部は三重大学で行われた昭和56

年度全園地学教育研究大会で発表したものである。

2 地形および地質

本校学区は，岩手・秋田・青森3県の県境K位置している。地形的Kは，四方を山K固まれた典

型的左盆地を左している。学校前を流れる米代川は，秋田県能代市で日本海K注いでいる。

学校周辺Kは，新第三系中新統K属する田山層〈早川ほか， 1954 ;大口， 1969)が分布し，

bもK凝灰角穣岩・灰白色細粒凝灰岩・浮石質凝灰岩・凝灰質γルト岩・凝灰質砂岩左どからでき

ている。

3 教材に利用した露頭について

教材として， 7カ所の露頭を設定した〈第 1図〉。

以下各露頭の様子を簡単tc(l)べる。

(1)露頭A(第2図〉

ととKは，醸居と 4層の浮石質凝灰岩が見られる。

授業で，浮石質凝灰岩を火山灰層としてあつかった

ので，以下火山灰層とよぶ。

。疎層

居厚:4慨，マトリクス.'砂bよび粘土，醸の
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形:亜円~亜角喋が多い，レキの大きさ:小~大礁が多い，化石:樹幹と木片。

上位層との境界部は粘土で，地下水が湧き出しているo

。 火山灰層

下位よ T4つの層K区分される

ので，願K第 1層，第2層，第 3

層，第4届とよぶ。いずれも浮石

質火山灰で，と<t'C第 1層Kは炭

化木片が多数散在している。

* 第 1層

層厚:約 15明，化石:炭化

木片，浮石は. 30--2cm大のも

， ， 
， 

' -

九三宮

石

t 
x 
山

-JX. 

のが多い。

第2層
" ，f.lrー--}鈎と本片

寧

層厚:約3慨

$ 第 3庖

居厚:約5慨，浮石は， 20--

lcm大のものが多い。

*第4層

層厚:約5悦

ω 露頭B(第 3図〉

ととのルート Kは，凝灰角礁岩と火山灰層が見られる。

。 凝灰角疎岩

第2図 露 顕Aのスク，チ

層厚:約 15m，礁の種類:安山岩が最も多い。ほかKチャ-1-，下位居由来の凝灰岩が見

られる。

。火山灰層

層厚:約 8慨，浮石:1--2cm大のものが多い，化石:炭化木片，葉理の発達がいちじるし

レ、。

(3) 露頭C，D， E (第 3図〉

いずれも，露頭B~見られる凝灰角疎岩が見られる。

(必露頭F，G (第3図〉

両方の露頭も，露頭At'C見られる炭化木片を多量K含んだ火山灰層が見られる。
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.. 

G 

ma国学校周辺のルート略国

B-G:露顕位置且の印:浮石質火山灰層四角と三角の印:凝灰角聴器文の印:田山小

4 教材として設定した理由

小学校学習指導要領の目標〈第 1

表〉を受けて，地層単元では第2表

K示したようtc5項目をbも左内容

としている。

第2図の露頭Aでは，第2表の内

容Kそった観察をするととができる。

したがってととを，土地のつく ~tc

ついての学習の場として設定する。

ただし，第 2表の項目ウの地層の広

がbを， r 露頭面での横への広が~J

として指導する。

露頭Bでは，凝灰角穣岩の上位K

火山灰層がのっている，という地層

の前後関係をと <tc強調して指導す

Al1袋小学校学習指導袋領 (.6年C区分〉

(1)組物の成長や繁殖:l.-..tび人体について銅ぺ，生物は互いK影響しあっ

て成長したり繁殖したりしているとと bよび人体のつ〈りやはたらさを

理解させるととも tc.生物と環績の相互関係Kついて関心を深め，生命

を尊重する態度を育てる。

(2) 水溶液の性質.物の温まり方.燃え方.てζのはたらさ.電磁石のは

たらさ念どを調べ.物の性質事pよび変化の規則性を理解させるとともに

それを自然現象K適用し，進んで未知のものを祭るうとする態度を育て

る。

(3)地層の僚子かよび太陽の動き?地表の温度の変化を調べ.水bよび日

光が地表tc:l.-よほすはたらさを理解させるとともに，自然現象を時聞の

経過bよび空聞の広がりで見ょうとする態度を育てる。

第2表 6学年の内容 (C地球と宇宙〉

地婦の重なり方bよび地層をつ〈る物の僚子を調べ.地層のでき方は.

水のはたらさなどK関係、があるととを理解させる。

ア土地Kは.M状K念っていると ζろがあるとと。

イ 地層位，その虫在り方や厚さbよび含まれている物κ特徴があるとと。

~ 地庖tては.広がりがあるとと。

エ地下水は.地層のつ<tと関係があるとと。

オ地層は，水のはたらさ念どtcよってできるとと。

る。ととを，層序を組み立てる場合の前後関係確認の場として設定する。
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露頭C，D， Eでは凝灰角疎岩を，また露頭F，Gでは火山灰層を追跡させ，体験を通して地層

の広がbを地域的左広がbとして確かめさせる場として設定する。

5 指導計画

指導計画比第三次までとし15時間あっかいとする。

(1) 第一次， 2時問

。1時 意識調査

。2時 意欲化〈スライド使用〉

ω 第二次， 7時間($-もK空間的広がb認識の時間〉

。3時-6時 土地のつ(Ttcついての学習(露頭Aを使用〉

傘各局@厚さ;構成物質の特徴;化石;地下水の湧き出す位置;地層の横への広

がbまどの観察。

傘米代川の川原の様子の観察。

$スクタチ指導。

。7時 露頭Bで，凝灰角疎岩と火山灰層の前後関係の観察。

。8時-9時 地居の広がbを追跡する(露頭C，D， E， F， Gを使用〉。

*凝灰角疎岩と火山灰層を歩いて追跡する。分布施囲の確認をする。

(3) 第三次， 6時間($-もK時聞の流れ認識の時間〉

。1伊ト12時 スクタチをもとに各露頭どとの柱状図の作製。

*柱状図・対比表をつ〈る。

。1担ト1締 古環境の復現をする。

$総合柱状図の作製。

*各層推積時の様子を話し合う 0

@15時 古環境を絵Kする。

*紙しばいの作製。

6 授業をして

ω意識調査の結果

子供達tc，自分が考えている地下の様子Kついて書いてみるよう指示した結果，ほとんどの子

供が第4図K示したよう左想像図を描いていた。子供達は，自分たちの住んでいる土地が，層状

をして$-t，足もとK多〈見られる醸や砂，粘土左どからできていると考えているようであるo

地下水の存在KついてもすでK気付いている子供が何人かいるが，とれは地元K井戸がまだ残っ
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ているととKよると思われる。

包) スライドKよる留次化

スラ イドは 「野尻市j発掘物語 」を使用 した。

内容が，小学校高学年向けK編集 してあるため ，

見た子供の感想は「自分たちも行って発掘した

い」というものが多かった。

ω 野外での観察

観察の内容を，前日寺bよび出発前K確認 した。

観察はスク フチを中心VC，それぞれの地層の特

徴を記入 しながら主?となわせた。スクッテさせ

る時VC， 1回目は自由Kスクフテさせ特K指示

を与えなかった。 2回目 Kは，記録するときの

観点を与えてスクタテさせた。

子供達は，スクフテ指導後のものを見比べ，

そのちがいK気づいていた(第 5図，第 6図〉。

i 1回目のは何がなんだかわからないけど， 2 

回目のは自分でもわかるなあ」 と話 している子

供が多かった。

露頭Aでは，あとで際層の成因を考えさせる

手だてと して，露顕前を流れる米代川の川原の

礁の様子を観察させたが，効果的であった。

三三三二土事‘;::=- f- ...:t_ 

たま玉三三←句んと
メ:、守二J・.子.:JR-V:γ;←すな

勢 湾 後(1 石
滋三迄ZZ←K12rt
J、ピノ次~r ←ねんとゆ

第4図 子供の考えτいる:w像図

露頭Aの観察のあと，露頭BからGVCかけて見られる凝灰角喋岩と火山灰層を追跡した。子供

逮はとの段階で，地層は露頭での績への広がhから，地域的な広さをもっているのだ，というと

とを体験を通 して認識できると考える。

(心柱状図の作製

柱状図Kついては初めてなので，スクフチを細長〈折ると とからはじめた。またそれKもちい

る記号は約束どととして使った。各露頭どとに作った柱状図を並べ，対比表をつくったく第7図〉。

子供達は，柱状図を並べて行〈作業の中で，地層の述続性を室内でふたたび確認できたと思う。

(5) 回山の形成史を復元 して

柱状図をまとめて，総合柱状図 (第8図 〉をつくった。その際，下位屑から!甑K堆積時の様子

を，話 し合いで復元 していった。

凝灰角際岩の成因は，火山活動と深〈関係しているので，子供逮K話 し合わせるKはむずかし
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い。それで， r田山の土台」として

だけあつかった。醸届は，醸K丸味

がある;マトリクスが砂と粘土であ

る;露頭AO前を流れる米代川の川

原の礁と似ている;分布も露頭Atc

しか見られ左い;木の幹や木片の化

石があるなどの理由から，田山の土

台〈凝灰角醸岩〉の上を「古米代川J

が流れていた，とした。またまわb

の様子も，森か林であるとした。

火山灰層Kは， 3 Ocm大の浮石が

多量K含まれている;炭化木片がた

くさんある:火山灰層が4層ある，

などの理由から，森林で$-$-われて

いた田山tc，火山が比較的そばKあ

ってたくさんの火山灰を降らせてい

た，とした。また，噴火も少左くと

も4回はあったとした。

露頭Aと続きの高台tc，縄文時代

。遺跡がある。したがって，田山K

見られる地層ができた後tc，縄文人

が住みついた〈出現した〉と考える

ととができる。だから，私たちの祖

先〈縄文人〉が田山K現われる，ず

っと前K地層ができあがっていたの

だ，としてまとめた。子供達は，社

会科の時間K縄文時代Kついて学習

しτいる。そのためtc，地層は，人

類が出現する前Kできていたのだ，

というととを考えさせるのK困らま

かった。

子供遥からは， 4年生での川の観
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.7園授業で作成した対比表

察の経験:校内映画会で見た火山の噴火:海浜学校で見た海岸の

様子まどが，話し合い@中でた〈さんでてきた。

最後tc，復元した田山の形成史を，紙しばいKしτみた。形成

史を絵KしたととKよ払変化の願序，つま b時聞の流れを視覚

的Kとらえさせるζとができた。言葉や文章だけでは，時間の流

との方法は効果的であった。れをとらえ切れ左い子供Kとって，

まとめ7 

時間@流れや空間的広がbを，子供達KいかKしたらとらえさせ

る事ができるであろうか。とういうテーマで地域素材を使用して授

ms園 m7国をもとKして作.li1t

した箆合柱状園

(凡例は第7固と同じ〉

業を組んでみた。その結果，具体的左自然現象の観察を通して子供

遥の意識は，地史の復元という総合的左抽象概念へと拡大していっ

た。

自然科学tc$-ける時聞の流れ，空間的広が9，総合性左どを追求
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するためKは，具体的左現象を把握し左ければ左ら左い。また，その把握の場も，子供達の生活し

ている郷土Kもとめるのが最良である。そういう意味で，野外観察が重要Kなって〈るのでは左い

だろうか。

【参考文献】

:岩手県北上山地西縁よ b背梁山地K亘る地域の新早川典久・舟山祐士・斉藤邦三・北村信，

(1954)。第三系の地質，岩手県地質説明書(1 )， 

(1969)。:岩手県田山周辺の地質，秋田大学地下資源研究報告， .38， 大口健志，Z 

(1973)。小学校指導書理科縞，文部省，3. 
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鈴木良平先生を悼む

会nの鈴木良平先生が，昭和 55年 12月28日，一山

市熊井病院で， 心筋~塞のため逝去されました。 5 5歳で

した。

まだまだ，とれからのど活躍が期待されておd)ましたの

~ ， まととK惜しまれてなりません。

心からど冥福をお、祈りいた します。

な$'，生前鈴木良平先生と，いろいろ交流をもたれた元東北大学教授小貫義男先生K故人を

しのんでいただきました(i鈴木良平先生のとと念ど J23頁-25頁〉。

昭和55年度行 事 等報告

総会 7月 12日(土)，岩手大学教育学部 378号教室

巡 検 8月9日(土 )-10日(日)，重量加者25名

「一戸町の阻ツ役層とそンゾニ岩 J

案内者 :佐藤利美 ・小守一男 ・川守田浩

1 1月2日(日)， 重量加者 31名

「雫石周辺の鉱物 ・火山岩 ・化石 ・遺跡・地熱発電 J

案内者 :星 幸 一

講演会 7月12日(土)総会時

「私と地学」 山田弥太郎

1月31日(土)，盛岡一高白星記念会館

「失われた大陸の断片 」一南部北上山地ー

国立科学惇物館橋本光兇先生

会誌 1 2号 (7 4ページ)1 2月20日発行

会報 3 6号(7月20臼)， 37号 (1 2月13日〕発行

委員会 6月6日開催
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鈴木良平先生のこと念ど

長谷地質調査事務所 小貫義男

私は昭和 12年K東北大学を卒業し，満鉄・北支開発会社K勤務して$"'t，大陸の地質調査K専念

していたが，小尉正八位というととで昭和20年K保定旅団司令部に召集され，京漢穂並びK周辺の

治安維持のため新楽県城の小隊長をしていた。やがて8月15日の終戦となT，昭和21年に北京か

ら引揚げ，帰国後農林省K勤めた。その後，昭和27年から東北大学VC$'"いて教鞭をとるよう Kな.T， 

それから仙台K住みついている。

私が期ヒ大学K勤めるようになった当時は，岩手県土木部では 10万分のl地質図を作成する作業

が進められていた。との作業Kは東北大学，地質調査所，関係鉱山会社等が県の依頼Kよbそれぞれ

の分野K参加していた。仙台K赴任した頃は，央羽脊梁山脈@方の作業は進んでいたが，北上山地の

方は千恒業がはかどっていなかった。そのため私が主として北上山地の方を担当するととKなT，その

調査・編集K取bかかった。とれらの作業中，いろいろな難問や矛盾点，未調査の地域が多かったが，

もはや解決ずみと思っていた藤沢南部の岩手・宮城県境付近の地質については，従来の資料では地質

図の作成が困難であった。

そうしているうちK昭和 29年の初め頃と思っているが，一関高校で地学に興味をもち，謀本採集

や各地の調査をやっていた円子君という生徒が卦った。円子君は将来東北大学に入学して，地学を勉

強するつも bで$-t，高校生時代から東北大学K来て標本などを見えbしていた。その時であろう，

大篭の先生から頼まれたというととで，二枚貝など多〈の化石を持って円子君が東北大学K来られたー

との先生が大篭小学校の鈴木良平先生であった。との化石を見て東北大学ではいろいろ検討し，これ

は重要な問題となるので，学生を一人卒論地域医選んで現地K入れてはどうかというととにな9，半

沢正四郎教授が早速大篭小学校を訪れ，鈴木先生の案内で各地を一巡した。鈴木先生は子供連ととも

Kなb多〈の化石を採集していたのである〈円子君は東北大学には入学していないが，その後どうな

ったかは明らかでない)。

終戦後，新制大学となってから，東北大学では教養部の学生を専門課程K進学させたほか，定員内

ならば他の大学からも試験の上，専門課程K編入させる制度ができていた。との制度は数年つづいた

が，後に廃止になった。たまたま四国の徳島大学の教養課程を終え，東北大学の地質学教室K志望し

てきた学生が沿った。とれが坂東祐司君である。

大篭の化石ならびに地質調査に誰をあてょうかと相談をしていた時であったので，坂東君にその意

向を確かめたところ，卒論としてやってもよいという ζ とであ9，鈴木先生から寄贈された化石@研

究ととも VC，同地方を広〈調査するよう Kなった。坂東君は鈴木先生の住宅や宿直室K泊D乙んで熱
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心K各地を踏査し，私も鈴木先生のb宅K泊めていただいたととがある。鈴木先生は新婚当時であ9，

先生や奥様K大変御迷惑をbかけしたととと思っている。

坂東君の研究が進むKつれて新事実がつぎつぎと明らかKされ，化石の重要性治報寵された。昭和

3 0年秋のある朝，ラジオで鈴木先生@化石の発見とその重要性が放送されたのである。鈴木先生c

b父さんはまだ床の中K居たときのようであるが， ，起きょがって......良平がどうした。何か悪いとと

でも……とピーンと頭にきたそうである。その頃ラジオで放送されるととt:t，なんぞ悪いととでもし

たととの放送が多かったので，ピタクリしたにちがいない。しかしそれが大切な発見であるとい5報

告で大へん喜んだとい5ζとである。とのととがあってから藤沢町では鈴木先生を表彰するととにな

.T ，昭和30年 11月6日表彰式が行われ，私もまねかれてとれに出席して欝演をした。

昭和31年3月，坂東君は，大篭付近の地質の研究を知己大学の卒業論文K提出して目出度〈卒業

したが，その卒業論文の発表会のときにt:t，鈴木先生もわざわざ東北大学rc$'-出Kな9，熱心K聞か

れていた。坂東君としては万感胸にせまるものがるョえるう。その卒業発表が終わった晩κt:t，長谷

弘太郎宅(当時大学院生，現長谷地質調査事務所社長)rc鈴木先生，坂東君，それに私も招待されて

御馳走Kなったが，鈴木先生は長谷宅に一泊された。

坂東君位さらに大学院修士課程K進み，宮城県本吉郡大谷鉱山付近の地質を研究し，昭和33年と

れを修了して，香川大学に説職し，現在位若手の教授として精進して学生の指導にあたっている。大

谷鉱山付近の地質t:t，大篭付近の地質K似たと ζるがる.T，その研究を一歩進めたととKなる。とれ

らの研究ほ海外Kもよ〈知られ，現在は中因。揚子江以南の調査を行っている。

その後，私信大原から南部の室根山，樟谷付近の調査K行ったとき，鈴木先生が勤務していた折壁

d学校K先生をたずねた ζとがあんとの学校は岩手県として最新の近代建築の鉄筋コンクリート建

で立派な学校であった。鈴木先生と室根山の調査に行〈約束をしていたのに，私の都合で中止したが，

まととに申しわけないととをしたと思っている。

鈴木先生が一関市の平沢寸学校長の頃， 5 1年3月一関市教育研究所から'郷土研究シリーズ，必

5.一関地方の地質教材sを出版され，私も ζれを頂いた。とれは鈴木先生の貴重な体験・資料・研

究等を基Kして先生が自らの足によって事実を確かめて記載されて$'-.T.私は興味深〈説ませていた
。含

だいているが，さらに面白い事実がわか 9 てきている。その中([)p石動自II VLついて，先生と共著で，

地学研究，第31巻(1980) VL発表した。とれKついて位各方面から質問が寄せられ，全国の会員が

非常K興味が持たれたととが察せられたが，平呆文化の金の精錬K関連があるとして，さすがは東北

の文化の発展Kも，思いが寄せられるというのであった。

昭和 51年10月1自には第 17回岩手県理科教育研究大会(一関大会〉が開催され，先生は会の

主催者側として実κ手際よ〈会を運営された。との総会Kは私もまねかれて短時間であったが，講演

したが，先生の手腕K敬服している。
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鈴木先生は一関市C市長や助役さんに連絡をと 9，一関市の5万分の l地質図・同説明書の刊行を

計画され，私はその相談Kあずかョた。それならばその地質図の原図，説明書の原稿厄私が号|うけて

もよいという ζ とにな1>，昭和 54年には地質図の原図は出来上がった。先生はとの原図を市役所。

方K持参して了解を得たというととであ1>，私も 54年 10月先生とともに市役所を訪れ，その説明

をした。な辛子，北海道地図側からは見積書も取寄せ，市に提出してbいた。市では 55年予算で引府

するという計画のようであったが，市内の学校の不慮の火災などがあって出資不能という ζとにな 9，

とれらはすべてそのまま話は進んでいない。小野寺信吾先生Kも私の地質図の原図ほ見ていただいた

とのととである。

私は鈴木先生宅K為、伺いしているいるb話をしたが，先生ほ私が丙午生れで，馬について白いろい

ろなものを集めているととを存じてbられ，馬@鈴や馬頭観世音の写真・絵馬などを集めて下さった。

何とも御礼の申しょうがない。また坂東君は55年秋には鈴木先生宅K一泊して辛子1>，昔の物語9VL

夜を明かしたそうであるが，どうしたのであろうか，先生はあの若さでb亡〈な9VLなられ，とれか

らの希望があったろうにと語ってbられた。

私信停年後，はや 10年にもなるが，長谷地質調査事務所(社長長谷弘太郎〉の会長という名目で

勤めている。長谷地質調査事務所は昭和55年9月10日をもって創立20周年を迎えた。その記念

事業の一貫として， 吋ヒよ川流域地質図(2 0万分の1) u Ii"よび H戸j説明書aを刊行した。との地

質図の範囲は太平洋から十和田湖・田沢湖の線までを含むが，説明書は次のようである。

第 1篇北上山地小貫義男(長谷地質調査事務所〉

第2篇新第三系北村信〈東北大学理学部地質学古生物学教室)

第3篇 第 四 系 中川久夫〈向上)

鈴木先生の御厚意K対しては，何等報いるととができないが，上記の拙著第 l篇北上山地の中VL，

7 1頁K先生の化石発見による地質学の貢献Kついて数行記載したので，本著を先生の霊前K捧げ，

御冥福を祈る次第である。
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微化石コノドント

大船渡高等学校 原子内 貢

t はじめに

私がはじめてコノドントという言葉を耳Kしたのは， 196群手どろだったと思います。しかし実

際KコノドY トK接するようK走ったのは，つい最近のととです。私は 1979年の正月早々tc，県

内の 2，3の友人とコノドY トの抽出の手ほどきを受けるため，岩手大学の片田正人先生の紹介で，

地質調査所の吉田尚先生の研究室を訪れました。石灰岩を置織で溶かしてできた残涯の中tc，黒~

あめ色K光っているコノドントはとても印象的でした。

まだ手がけて日も浅<，知識も不充分なのですが，コノドYトの抽出法や県内でのコノドント産

出地点Kついて紹介してみたいと思います。

2 コノドントとは?

化石は過去K生きていた生物の遺体や痕跡です。現在，地球上K生きている生物Kは，クジラや

ゾウのようK大きいものから顕徴鏡で左ければ確認できまいよう左徴生物まであbます。当然のと

と左がら過去の時代Kも大き左生物も小さ左生物も生息していたのです。例えば有孔虫・放散虫・

貝形虫の化石は，ルーペや顕微鏡を使って確認し左ければ左ら左いよう左小さ在化石です。とのよ

う左小さな化石は徴化石と呼ばれ，コノドYトもとのグループK属します。

コノドントはだいたい 1_以下の大きさで，普通0.3畑 -0.8_のものが多<，ルーペでもやっ

と確認できますが，一般Kは双眼実体顕微鏡を用いて観察します。古生代カンプリア紀から中生代

三畳紀まで生存していた海生の動物体か一部分だろうと考えられています。 186昨 Kはじめてコ

ノドントを発表したパンダーは魚類化石とし， 1886年Kツイヲテルは環形動物の額の骨としまし

た。その後，集合体の発見やコノドントを含む動物体C発見があ9，コノドント動物の正体設哨l明

したという報告があ bました。しかしそれK対する反論があって，どのグループK所属する動物左

のか今のととる説がわかれて$-9ます。

しかしコノドントの形態は時代ととも~，どんどん形が変化するとと，つま b進化速度がはやい

とと，分布範囲もきわめて広〈示準化石としての有効性がきわめて高<，三葉虫・鏡石・フズリナ

やアンモナイトと左らんで古生物居位学上きわめて重要左化石と左っています。〈第 1表〉

また大型化石を含まず，地層の形成された年代を決定するととのでき左い地層で， しばしばコノ

ドントが見つかるととがあ 9，最近と<~注目されているイ回です。とく K日本では 1963年まで

コノドントはないと言われてき;00 9 ましたが，林 (1963)~よって化石がきわめてまれな「秩父古・
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3 

中生屑からはじめて発見されました。しかも林(1969)

によって放散虫 しかみつからなかったチャートから，コノ

ドン トを化学薬品を用いてとり出す方法が開発され，その

後ぞくぞく とコノ ドン トが日本各地から見つかるよう Kな

~ I 訂叫

ってきま した。

コノドントの形態と分類
第 1 ~ 三位紀下部コノドント化石帝

生存期聞が短<.多様な形態を示すコノドントですが，

と7:/モナイト化石帯の対比

(1976. !II郷)

大きく三つのタイフ"1'(分類するととができます。

(1) 単歯状コノドント(第 1図のA.B) 

単純な ツノ型を したグループで，

いっばんKはツノの先端部が後方

K曲がっています。表面はなめら

かなもの，すじゃ潟をもつものが

あ.!J.横断面の形もいろいろ変化

K富んでいます。またツノ形突起

の後方K小突起をもつものもあり

ます。 ζれらの特徴が分類の手が

かり と左 ります。

白)複歯状コノドン ト〈第 l図のG

D) 

クシ形を したグループです。 l

列Kほほ同じ大きさの突起が多数

ならんでいるが，多くの場合はそ

のうちの l本がとく K大きいもの

があり.ma i n c u sp (主歯〕

とよばれています。主歯の位置 ・

大きさ・傾斜，基底腔の形，棒状

体の長さ ・幽がPぐあいなどK注

目します。

(3) プレート状コノドント(第 1図

のE.F) 

後方

憾;J B 

上 面

第1図 コノドントの形!/ll

A:Scolopodlls rcx LINDSTROM(ツノ型〉

S:Sclodina wykoffcnsis (SYAUFFER)(~メ型〉

C:Pleclspalhodlls sp. (nlt拘!I'l)

D:Sryanlodlls cf. lypiclls 6ASSLER(複飽型)

E:Gnalhodlls pllncl311ls (COOPER)(プレート11'1)

r:Pselldopolygnalhus prima 6RANSON 

and MEIIL (プレート旦n
(L i nds 1 r'om( 19(4)の図をもとK作成。〉
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プラット 7~ ーム型コノドントともよばれ，さまざまな形態を示します。ー殻Kは突起がー列

K並び，幅の狭いプレードと呼ばれる部分と，幅が広〈低い突起のついたプラヲトホームとよば

れる部分から成b立っています。また，基底院が大きく広がったものがあbます。全体の形，基

底腔の状態，プレード部分とプラタトホーム部分の大きさの比，プラタトホームの形，プラフト

ホームの模様左どK注目します。

4 コノドントの抽出法

(1) 用意すべき器具・器材

薬品(石灰岩の場合ーー C見COOH，テ守ートの場合一-HF)・ポリパクツ数個〈必ずふた

つきのもの〉・ゴム手袋〈石灰岩の場合一ー家庭用・チャートの場合一ー工業用〉・ふるい (15

メフシ a ・2∞メフシ晶一ー径は20cmぐらいのものが使いやすい〉・細筆〈面相筆〉・水彩画

用範・シャーν・トラガカントゴム・有孔虫用スライド・管ピン。

(2) サンプル採集

コノドントは石灰岩・チャート・泥質岩・砂岩まど，ほとんどの堆積岩K含まれていますが，

薬品処理Kよって取b出しやすい岩質は石灰岩とチキートです。

*石灰岩の場合一ー結品質左もの，方解石の細脈が多〈入っているものは試料として適当でない

ょうです。地点や届序を確認した後，露頭から数 1Ocm$-きK試料を採集し，2......3cm角K

粉砕してサンプル袋K入れます。 1サンプルKっき 0.5......1kgぐらいとってまず試してみる

ととです。しかし十分左データをそろえるためKは，場合KよT1 0数惚から数 10kgを溶

かす必要があるかも知れません。

$チャートの場合一ー風化しているものでも良いが，変成作用をうけた部分はさけた方が良いで

しょう。層状チャートは試料として好ましいようです。石灰岩のようK小さく粉砕せず，層

理面Kそって剥離し，板状の試料をやや多 ((2......3kg)採集します。もちろん 300'ぐら

いのサンプルで200個ぐらい含まれるとともあ払何培溶かしても含まれ左い場合もあbま

す。時聞があれば，透き通る程度の厚さtc，貝般状の剥離片をつく t，野外でコノドントの

存否を確認できれば良いでしょう。

(3) 薬品処理

薬品K試料を浸す前K岩石K付着している泥・地衣類左どを洗い落とします。また試料を入れ

て溶解するポリバクツKマジフクで試料番号を記入しますo

*石灰岩@場合一ーふたつきのポリバクツtcO. 5 -1 kgの試料を入れ，酢酸(CH3COOH) 10-

15%を試料。全部が浸る程度K入れます。はじめ激しく発抱するが，そのまま 7日間ぐら

い放置しますく酢哉の漉度や溶解時聞は岩質Kよって，またコノドントの保存状態Kよって
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工夫椛必要です〉。

*チャートの場合一ー石灰岩と同様tc，ふたつきポリパクツK試料5--10砲を層理面が接し左

いよう K工夫して入れます。つぎtc:5--8%のHF溶液を試料。全部が浸たる程度K入れ，

12--15時間放置します。

(心水洗い

石灰岩の場合も，チャートの場合も同じよう左取b扱いをします。との処理中Kコノドントが

破壊されやすいと言われていますので，注意深い操作政必要です。試料を入れたパクツをゆっ〈

b動かして沈澱していた残濫を浮遊させ， 2∞メ::I'~:o.のフルイの上tc 1 5メタシ品のふるいを

重ねてbき，とれK流し込みます。パクツK残った試料の表面は水で流し，表面K付着している

コノドY トを回収します。

コノドントは. 1 5メタシ a のフルイを通t，2∞メ， γ晶のフルイ Kかかった残澄の中K入

っている可能性があるので， 2'∞メッ V晶のフルイ Kかかった残澄は，水をゆっ<t流し左がら，

フルイの 1個所K集めてビーカ-tc:移します。水を加えて数分間放置し，残澄が沈澱しまったと

とを確認して上澄液をすてます〈最後の操作を 3-4回<t返しますーーできれば温湯で行なっ

た方が良いでしょう〉。

劇薬ですから， HF溶液の取り扱い， HF~よびCH3 C OOH溶液の残液，第 1回目の水洗い

した溶液の処理Kついてはと<tc:注意を必要とします。コノドント抽出処理の経験者K教えても

らうととが大切でしょう。

(5) 乾燥

水洗いの終った残澄は小型のジャーνK移し，傾けて水を切T.放置して自然乾燥させます。

乾燥した残澄を集めて管ピ;:..-tc:入れ，試料番号をつけて保管します〈粒子どうしが結合していた

払シャーレK付着しているときは水彩画用筆でbとすと良いでしょう〉。

(6) 観察

管ピンから残澄をシャーレの底tc:，粒子どうしが重左らないよう K散らしてbきます。とれを

双眼実体顕稜鏡で観察します。コノドントをさがすKは20-30倍の倍率Kします。なれてくれ

ば 10倍ぐらいで見ると能率的です。コノドントが見つかったら，面相隼の先端をわずかK水を

浸し，コノドントを付着させて拾い上げ，有孔虫用スライドK移します。つぎK顕微鏡の倍率を

あげて観察し，観察を終えたものは， トラガカントゴムで固定してbきます。

5 岩手県のおもなコノドント産地

岩手県のコノドY ト産地は，第 2図K示す通bです。北

上山地tc$'"けるコノドントの研究は，近年急速K進んでは
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いるものの，西南日本K比べれば著しく遅れています。

早池峰構造帯〈吉田・片田， 1964)より南西部K位置する，南部北上山地のコノドントの研究

は， IGO and KOIKE( 1966)，猪郷 (1976)tcよってγルル系川内統ではじめられました。

しかし川内統K含まれているコノドントの個体数は少左<，破片がほとんどを占めるため，詳細左

/:1ーナは得られていません。また桑野 (1976)は西南日本のシルル紀コノドントを発見し，東

北日本のシルル系Kも豊富なコノドント群集が得られる可能性を指摘しています。最近K左って，

吉田・原子内・青木 (1981)は川内統K属する行人沢の石灰岩から豊富左コノドント群集を確認

し，その時代をワェンロヲク世よ b若干古<，ランドペリー世K属する可能性を指摘しました。デ

ポ y紀コノドントは岐阜県の福地層から ICf'iod包 s左どが報告されているが，北上山地では大野

層から複歯状コノドント治報認されているのみです。 NAKAMURA(1979)は大船渡市日頃市鬼

丸K分布する鬼丸層上部bよび長岩層から，石炭紀コノドントを報告しています。

北部北上山地は，早池峰構造帯よ b北東部K位置しています。との地域はチキートの卓越する地

域で，白亜系・第三系を除き，化石の産出がきわめてまれです。そのため庖序区分が困難であった

が，村田・杉本 (1971)，杉本 (1974)tcよって

か左 b明らかと左 9，さらKコノドントの産地Kよっ

て数地点で時代の確認がされました〈第2図の 1，2， 

3， 16 )。さらK木村 (1980)，豊原ほか (1980)

Kよって多数の地点でコノドントが確認されて，地層

の形成された時代が明らかKされつつあbます。また

吉田鎮男 (1980)は，早池峰構造帝から北部北上帯

K移る下閉伊郡川井村の数地点で，コノドントの産出

を確認し，上部二畳系から上部三畳系とみ左していま

す。

bもなコノドントの産出地点・岩質・種類・判明し

た地質時代はつぎのとj?9です〈以下の産出地点の番

号は，第2図の地点K同様〉。

1 九戸郡野田村野田西部;石灰岩;三畳紀ノーリア

ン

Epjgo得doloZlo e&bnopti8 (HUCKRIEDE)， 

E. bido.tota MOSHER， Chif'odoUo? sp.， 

C 1IFidodoUo S p.， .Diplododo Uo s p. ， 

:xo..iog旬4th包8 sp.， Noohi1UloodoZlo sp. 
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第2国 岩手県の主左コノドント産地

15 '..-e 
16P 

17 '1'8 

18P 

19 Pll-tu 

s:シルル紀 D:デポン紀 c:石炭紀

p:ニ畳紀 T:三畳紀 u :上務

〈三畳紀Kついては第 2表委主照。北部北上

山地位盛原ほか (1980)による〉



2 久慈市山根町川文;石灰岩;三畳紀ノーリアン

Epigondol611~ ~b.øpt臼 CHUCKR1 EDE )， E. bid6.t~t~ MOSHER 

3 九戸郡山腕す茅森;石灰岩;三畳紀ノーリアン

Epigondol611~ ~b.6pt “ CHUCKR 1 EDE)， E. bidø.t~t~ MOSHER 

4 九戸郡山形村川井の北方;石灰岩;三畳紀カーニアン~ノーリアン

Epigo旬doløU~ pr伽““:MOSHE& 川井の南方の同層準よ !JNsogoMoløU~ 制rucul~r

8h旬 bSf'gS.8i8 CMOSHER) 

5 九戸郡山形村霜畑;石灰岩;三畳紀カーニアン~ノーリアン

Epig9ndoløll~ pr伽““ MOSHER

6 九戸郡山形村ニ叉川上流;テャート;三畳紀カー=-7:/

7 九戸郡山形村小国南西;テャート;三畳紀アェγ7:/

8 下閉伊郡岩泉町安家川上流;チャート~珪質泥岩;三畳紀スパシアン

N608p~t h.od.8 ゐ側sf'I CBENDER)， C1lpr“odd l~ muollori (TATGE)， 

C. u.i~l~t~ MOSHER， E~.tio仰~th.U8 lioghf' CDIEBEL) 

9 下閉伊郡岩泉町安家;石灰岩;三畳紀カー=-7:/-ノーリアン

Epigondoløll~ pr伽 ，itiaMOSTER， 安家石灰岩の西側K分布するチ・守ート層から

Nøogowdolsll~ pol，l仰 Gth.i/orm“(BUDUROV and STEFONOV) 

10 下閉伊郡岩泉町大平・大烏・坂本;チャート~珪質泥岩;二畳紀

11 下閉伊郡岩泉町折壁南方;チャート;ニ畳紀bよび三畳紀アニシアン~ラディニアン

12 下閉伊郡岩泉町内ノ沢・田麦・権現・岩谷;テキート;三畳紀アニγアン~ノーリアン

13 下閉伊郡岩泉町大川・本鍋・舘・猿走;チャート bよび醸岩中のチ守ート;二畳紀bよび三畳

紀カー=アン~ノーりアン

14 下閉伊郡田野畑村平井賀;チャート;三畳紀上部カーニアン

EpigoMoløll~ bid6.t~t~ MOSHER， C，Ipridodøll~ 慨ølløri (TATGE)， Diplodod6U~ 

s p.， N60h，i旬dsodøll~ 脚 61Iica CTATGE)， M:““øll~ h.onutsi.i (MOSHER) 

15 下閉伊郡田野畑村島の越;チャート;三畳紀最下部スキシアン

C，Ipridod611~ u.“'~t~ MOSTER. NØ08p~t h，od包8 11.鋤 sri ( BEND ER ) 

16 下閉伊郡岩泉町岩泉の小本川左岸;チャート;二畳紀

ロ 下閉伊郡岩泉町岩泉字尼額;珪質泥岩;三畳紀スパγアン

Nso 8p~t h.od包8 11.伽 sri (BENDER)， C，Ipridodol l~ 制sllsri (TATGE)， .Di plododsU~ 

~cr% rnuJ (MOSHER and OLARK)， 飾品向dsodøll~ bSMori (KOZUR a nd 

:MOSHER)， N. 針。pl~ (SPASOV a nd GANEV)， N. tri~88ic~ (MULLER) 
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白 下閉伊郡岩泉町落合;テ守一ト;二畳紀

19 下閉伊郡川井村川井;チャート;上部二畳紀~上部三位紀

20 下閉伊郡川井村区界;テャート;二畳紀

21 気仙郡住田町合地沢;石灰岩;二畳紀

22 大船渡市日頃市町行人沢;石灰岩 ;νルル紀

D“伽od創刊"“"αVALL1 SER)， g，何deodoUo sp.， N，of}f'io"iodu.8 mu.ltilOf澗

WALL 1 SER， N. f}lo制 8WALLI SER，仇orkodi幅 ザ ・ 4li80制， ALDRIDGE 

O. ft. S P・B POLLOCK， REXROAD and NICOLL 1970， POi旬d'f'od包 8 8伽，，，z，%

CBRANSON and MEHL)， Phr081'Gtb.odu.8 c，U仰 iWALL 1 SER， Ploc toBf}4tゐodu.s

sp・，T“CllOftod， II o s p.， P4nd 'f'odus s p. 

お 大船渡市日頃市町鬼丸;石灰岩;石炭紀

鬼丸層最上部一- Gt回thoau8 bi liftf4 tU8 C ROUNDY A G. gif'句 i Collift8側 iHASS， 

G. h.OJJω仰ftCtCJ t"B Z 1 EGL ER， G. c側 側tOtU8 ccm鵬 t4tU8 CBRANSON a nd MEHL)， 

LO'schodi個 ef. IUf'"iBh.i REXROAD， N，of}f'iOfti od制f}'f'tUU拘 8HINDE， 

NOOf}f'io"io白 8 S p.， Ot:4rkodifICJ S p.， 5f}oth.o仰叫10da8 Spp.， Hib b4rd，' l4? 

sp. 

長岩層ー-，Ad，tog制 t1U.8 c/. l4叫 制 CGUNNELL)， Idiog"4tho“" ftOd.l il ''''''8 

CELL 1 SON a n d GRA VES )， 1. 8ul C4拘 8HIGGINS and BOUCKAERT)， 1. 

co作句“ω CHARR IS and HOLLINGSWORTH)， Stf" μg"4tho伽 B spp.， 

IdiogftCJt加 B S P p.， N，ogftoth.o伽 B b488l ，ri 8抑制oe吋 ω8 C LANE )， Sf}4th.Og制 thodu8

M制旬8C ELL 1 SON)， Ligo'sodifICJ? s p. ，白叫ololl4 Sp.， Stf"f}tg_t10d1l8 

lohroli. HIGGINS and BOUCKAERT， S. ，却仰拘8IGO a nd KOIKE 

24 大船渡市日頃市町樋口沢;石灰岩;シルル紀

25 対合渡市日頃市町大森沢;珪質岩;デポン紀

従来は北部北上山地を北部北上帯・岩泉帯・田老帯K区

分し，それぞれを二畳系・

三畳系~ジュラ系・下部白

亜系bよび宮古統Kしてい

ました。しかしコノドント

の産出Kよって，時代訪朝j

明するとともtc，届序の再

検討が必要と左ってきまし

第3表北協北上山地の地層対比表

x:ジa ラ系.サンゴ・石灰ソワ

の化石 G:三畳系・二畳系コノ

ドント ・:上郡三位系コノドン

ト 化石産地の番号は小貫(1981)

の地質図の番号

注:従来の層序表は食原ら(1g剖〉

のデータでは.コノドントKよる

地質時代と矛盾する。現在のとと

ろ北部北上山地tCi.'ける府序組み

立てと時代治が混乱状nucある。
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た〈第 3表〉。現在のととろコノドントを含めて化石の産出地点が少ないとと， 1地点での化石の

個体数が少左<，フ宏一ナの把握が充分で左いとと，同じ届序区分された所でも化石Kよる時代の

指示が異在るものがあるとと左ど，不充分左点が多い。また南部北上山地Kついても，長岩層を除

きコノドントの研究がほとんど行われていまいと言って良いと，思います。

今後はよ b詳細在地質調査Kもとづ〈居序の確立，多数の地点での豊富左コノドント群集の確認

をもとKした研究が期待されています。また，いま日本各地で問題Kまっているジュラ紀放散虫の

研究も北上山地で行われる必要があると思います。

との小論をまとめるKあたT，終始御指導いただいた岩手大学片岡正人教授，草稿K目を通して

いただいた地質調査所主任研究官吉田尚氏K厚<$-.礼申し上げます。

【引用および参考文献】
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びK三畳系tc$-けるコノドントとナマコの骨片Kよる生局序J，2 1-770 

1979 :コノドントの調べ方.央村 清編「地学の調べ方 J，178-192，コロナ社。
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小貫義男，1937:北上山地，岩手県気仙郡地方K於けるゴトランド紀届の新発見並びK古生層の

居序Kついて(予報).地質雑， 44， 600-6040 

1969:北上山地地質誌. 1 21-129， 20-2060 

1981:北上山地.長谷地質調査事務所二十周年記念干I}行「北上川流域地質図説明書 J，

24-1720 

豊原富士夫・他5名， 1980:北部北上山地ー渡島半島の地向斜.日本列島北部tc$-ける地向斜及

び構造区分の再検討(総合研究A)研究成果報告書。

昭和56年度 予 算

【収入の部】

項 目 予算額 前年度との増誠〈ム〉 備 考

繰 越 金 264， 328fJ ム 61，492岡

会 費 120， 000 6 72， 700 1，500円x80人〈概算〉

会 誌 代 20， 000 2， 000 200部印刷

広 告 料 70， 000 10， 000 

預金利子 5， 000 6 5， 000 

計 479， 328 ム127，192 

【支出の部】

項 目 予算額 前年度との増減 (6) 備 考

1 3号会誌印刷 230， 000円 10， 000円

通 信 費 50， 000 20， 050 会誌・会報・切手業香代

総 会 費 2， 000 ~‘ 1， 886 

事 務 費 20， 000 1， 664 事業K伴う諸経費

巡 検 費 50， 000 27， 150 

謝 金 50， 000 5， 000 

会費等払込科 3， 000 830 

予 備 費 74， 328 

計 479， 328 137， 136 
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岩手の温泉の地質

岩手大学工学部 村井貞允

t まえがき

岩手県内Kは約50箇所の温痕がる.b，うち約半数がポーリングKよって湧出した温泉である。

ところで県内の温泉の地質についてt.!，昭和43年頃までは調査資料陪皆無の状態であった。近年

のレジャーブーム，観光開発に伴い，県内でも温泉ポーリングが盛んに行われるようにな 9，その

ためポーリングを行ったら既存の源泉が湧出しな〈なったとか，湧出量治誠少したとかのトラブル

が増えてきた。そのため岩手県としても，県内の主要な温泉氏っき，その地質や地質構造，湧出量，

泉温等κっき，基礎資料を整えて辛子〈必要に迫られていた。とうした ζ とから県内の主要な温泉，

すなわち金田一，鴛宿，繋，台，志戸平・大沢，鉛・西鉛，湯川・湯本，夏油の各温泉地域Kっき

昭和43年度から年次計画で調査を実施し，昭和53年度Kζれらを取括めた調査報告が，岩手県

から発刊されている。しかし同報告番目一般Kは入手不能であ9，またとれは同時K実施した電気

探査，地温調査，放射能探査等@結果をも含むほう大なものであるので，その中から地質や地質構

造に関する部分につき，その要点だけを述べるととKする。

温泉地C地質調査にあたっては，特K断層や背斜構造といった地質構造，温泉の熱源となってい

る火成岩類K注目するととが大切である。そして正確な地質構造を把握するにロ，精密な地形図が

必要であ.b，また温来湧出地を含む可なb広い範囲Kついて，地質調査を実施する必要がある。乙

のため地形図は， 5，000分の l地形図を用いて調査を行った。

以下各温泉地域の地質の概要について述べてみたい。

2 各温泉の地質概要

(1) 金田一温泉〈第 1図参照〉

ポーリ Yグが行われる前までは，田園や漉瓶用水路のあちこちから湯が湯いていたので，湯田

温泉とよばれていた。また温泉付近は，県内でも最大規模の地主二b地帯である白

ア地質

古生層を基盤とし，新第三系孝子よび第四系よ b成る。新第三系はさらに下位よ 91原K仁左平

石英安山岩，門の沢層(カキ般部層と門の沢部層とに分けられる)，末の松山居〈砂岩部層と

安山岩質火砕岩部層とに分けられる )vc区分される。

a 古生層 主K粘板岩よ b成ち，テャート・輝緑凝灰岩・石灰岩などをはさむ。地域南部や

東南部で小分布を見るK過ぎない。
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b 新第三系

(a) 仁左平石英安山岩 溶結凝灰岩よ b成!I，古生層を不整合で被う。厚さも 20明以下と

薄い。温泉地内で実施されたポーリング資料では 100悦前後の厚さK達し，下半部は溶

結凝灰岩であるが，上半部は石英安山岩である。

(b) 門の沢層

{帥ー1 カキ殻部庖 多量のカキ殺 (08t，.'O g，.otdt，s&o)のほか，二枚貝・巻

_L 

1 吐同

~I哨圏・ψ 愉噌

~i ll\傾健闘~~ItI \Q詰SIt-

:・1・|国|縦13
情 lt玉三三:lr1白炭層

晶 統|二二二
'I:.:'~.ム Ir:ι1-(;長官

'j ・1 珊園 側 骨 ど 州 側 )

ームー断Jtf

uμu凶蝿車柄噌

_'- la.~・4 同・IIt ìl

の !\(tl，哩~

骨 柚拘化b叫峰吃

n他胤屯

r守わトbい-ム制嶋制造、Jρ4.舟純也明刷造

.- "唖

Ol1固 金田一也寂付近の地質図

.貝.サンゴなどの化石を多〈含むνルト岩よ b成る。

(同ー2 門の沢部局 シルト岩よ b成!I，稀K泥岩.細粒砂岩.凝灰角醸岩等をはさむ。
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またしばしば団塊を含む。ホタテガイ類などの二枚貝や巻貝@化石が多い。

(c) 末の松山居

{c)-1 砂岩部 細越砂岩を主とし，ときに中粒砂岩を混え，また稀K様岩・泥岩等をは

さむ。ホタテガイ類などの貝化石を産す。

(c)ー2 安山岩質火砕岩部層 北部山地の中腹以上をしめて分布し，両輝石安山岩質火砕

岩Kよb成るが，下部では砂岩と互層するととがある。

イ 地質構造

大規模な断層としては，地域東部を南北K走る篠倉断層と，馬淵Jllvc治って走ると推定され

る馬淵川断層とがある。馬淵川断層はNW5(f.方向K走ると推定され，ポーりング資料からも，

との断層の西側が東側よ bも100m落ちとんでいるととが分かった。そむほか小規模断層が

1 0数本見られるが， NE系のものが優勢である。

また温泉地の東側K広がる丘陵地帯ロ，長径 1800m，短径 1300明 K及ぶ馬蹄形状を示す

地とb地帯で，地とb地形を示し，地層もかなbもめている。

タ 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

熱源岩ははっき bしないが，泉混が27-..380
と低温で，放射能泉が見られるとと，コアー

として得られた基盤岩の中にホルンフエルスが含まれるととなどから，古生居中K貫入する花

筒岩であろうと推定している。

ポーリングが行われる前Kほ，馬淵川断層から数百悦離れた地主b地帯。南西縁部で自然湧

出していたととから，馬淵川断層やとれから派生する NE系の小断層や，地とbによって生じ

たタラタクが，温長の湧出と密接な関係を有するものと考えられる。

またポーリング資料から，ととでの温泉水包蔵層t.l，古生層表層部の風化帯であるととがは

っき bして.$'"T，しかも古生層の表面は南西へ緩〈傾斜するので，温泉水は被圧され，ボーリ

Yグを行えば自噴泉となるものと考えられる。

(2) 矯宿温泉〈第 2図参照〉

雫石盆地の南西録Kる9，~宿川の岸にある静かな温泉場である。

7 地質

新第三系・第四系bよび火山岩類よ b成る。そして新第三系は下位よ tJ慣に竜川層・男助層

・舛沢居K区分され，また火山岩類としては流紋岩がある。

a 新第三系

(司竜川層 黒色の硬質泥岩ないしγルト岩・凝灰角疎岩を主とし，泥質岩と凝灰角傑岩は

しばしば互層を成す。そのほか砂岩等をはさむととがある。

(b)男助居 淡緑色，淡灰緑色の塊状凝灰角醸岩よ b成 T，しばしば珪化した部分が見られ
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る。

(c) 舛択層 男助居を不整合K被う。下部でほ疎岩・疎岩質砂岩・砂質凝灰岩・凝灰質砂岩

から成るが，上部へ次第に凝灰質岩が優勢となる。中・上部Kは保存のよい植物化石を多産

する。またヌマガイや淡水棲珪藻などを産し，本層が湖成層であるととを示している。

b 火山岩類

(司流紋岩 温泉東北部で山地C中腹&はを占めて小分布を示す。ベント状の貫入岩体を成

し，斜長流紋岩K属す。

イ 地質構造

最も顕著な断層は，鴛宿川K沿ってNE45<<l....40
0
方向に延びる鴛宿断層でt NWへ680

-..

88
0で傾斜する小落差。逆断層である。そのほか温痕中心部で，薬師沢沿いにNWW方向へ鴛

宿断層から分岐する断層が推定され，薬師沢断層と名付けられている。また薬師沢断層から約

150m東北へずれて，それの続きと見られる断層がt NEE方向K延びていると推定される。

節理も多〈発達するが， N E走向のものが優勢である。

また稽曲構造としては，舛沢層中K互いに平行して走る，小規模な2向斜・ 1背斜構造が認

められる。

QJ2図 鷺宿温泉付近の地質図

ク 熱源岩，地質構造と温泉@湧出

熱源岩は流紋岩と見られる。源泉の中vct.t直接鴛宿断層から湧出するもむと，断層付近の節

理から湧出するものとが認められる。また源来信鴛宿断層と薬師沢断層の合わさるあた.t(l)， 

南北約40悦，東西約20怖のど〈狭い範囲庇分布が限られて，$'"1:>，温泉の湧出が断層や節理
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ときわめて密接な関係がある ζ とを示す好例である。

(3) 繋温泉(第3図参照)

雫石盆地の東縁部Kあ.Þ，雫石川のほと.þ~ある温泉場であるが，御所ダムができたためイメ

ージを一新した。

ア地質

新第三系金よび第四系よ b成.tJ 新第三系は下位よ.t11蹟K飯岡層・下猿困層・男助層・矢植

層K区分される。またζれら新第三系を貫いて，流紋岩と石英安山岩が岩脈を成す。

a 新第三系

(叫飯岡層 両輝石安山岩質集塊岩を主とするが，しばしば両輝石安山岩K移過する。

主阻見

3ロ

凡 oc

匡昌実.. 

:I~"D. 
副凹τM・
~・周.

臼田副書

i司通"11 

__".....箇層

バヤ 向絹岨

--y--冒絹・

..- 旭.骨量肉情"

__ RI噌骨量向・幅制

-- 甲府箇珂骨量肉・幅約

..ロg

.'・...・... 

t.sa園祭温泉付近の地質図
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(防下猿困層 飯岡層K不整合的K重なる。凝灰岩と凝灰質泥岩@薄互層から成るととが多

い。凝灰角穂岩をはさみ，上部では砂岩が多〈なる。湖成層で稀K植物化石を産し，また

t連痕を含むととがある。

(c) 男助届 淡緑色ないし灰緑色を呈する塊状の凝灰角疎岩よ b成る。

(d)矢植庖 砂質凝灰岩と凝灰質泥岩の互層よ b成る。

b 火山岩類

石英安山岩は，義内沢で男助層を切る岩脈として発達する。厚さは 10-25m位である。

流紋岩は森内沢や繋沢上流の左沢で，男助層を切って厚さ数mないし数十悦の岩脈を成すo

イ地質構造

NW， NNW方向の断層が優勢で， N E方向の断層も若干見られる。地域東北部でほぼ併定

する大火山断層と犬繁沢断層はNW系断層で，規模は大きい。

繋温泉付近VCt:l，湯の舘山断層〈走向NW50，傾斜800 Eの正断層)，湯@舘山西断層 (N

W220
， 85白 SW([)正断層)~，よび下無断層( NW 25~ 700NEの正断層)があ.b，とれら

3つの断層は互いK合して三角帯を形成する。そして揚の舘山断層ほさらに北へ延びて御所ダ

ムを通.b，鳳温泉の東側へ延びていると推定される。

次K宿曲構造としては，地域南東方の箱ク森を通.bNW方向へ延びる箱ク森背斜，とれの北

方にあって ζれと併走する大繋沢向斜がる.b，さらKまた大繋沢断層の南K接し，とれと併走

する 1背斜・ 1向斜がある。箱ク森背斜は繋温泉のやや南東で終わ.b，その末端信約200
([)角

度で北西へピタテする。節理も繋温泉地内では走向NWI00-200，のものが最も多<，そのほ

かEW，NW500といョたものが認められる。

タ 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

熱源岩としては，流紋岩@可能性が大きいと思われる。

繋温泉陀は，昔から荒湯，込の湯などの自然揚出泉があったが，とれらは箱ク森背斜末端の

ピァテング構造Kよb被圧されているものと推定される。

上記の3本の断層K固まれた三角帯にポーリングで湧出した本陣の湯は，現在未利用である

が，当地域で目最も優勢な自噴泉で，湧出量は毎分 1，200L.，泉温51.70である。とのようK

断層に固まれた個所が，ポーリング地点として位最適の箇所であるととを示唆する好例で，自

噴はピ y テング構造と関係、があると，思われる。

(4) 台温泉(第4図参照〉

台川の支流揚の沢治いの静かな温泉場であ.b，有名な花巻温呆C湯元でもある。

ア地質

新第三系・第四系卦よび火山岩類よ b成る。そして新第三系は下位よ b男助層と揚口居K区
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分される。また火山岩類としては，流紋岩と真珠岩とがある。

a 新第三系

(司男助層 淡緑，淡灰緑色の塊状凝灰角醸岩よ b成るが，一部で流紋岩質@ζとがある。

また一部で厚さ 1-1.5117，の穣岩層をはさむ。

(b) 湯口j百 事項凝灰岩・凝灰角疎岩・シルト岩ないし凝灰質シルト岩・凝灰質砂岩等よ b

成.T，一部で植物化石を含み湖成層と考えられる。

b 火山岩類

(a) 流紋岩 溶岩流や岩脈を成して産する。流状石理が見られることが多<，斜長流紋岩K

属する。

(ゆ其珠岩分布は稀で，岩脈を成して産する。

イ地質構造

断層としてほNE系

のものが優勢で， E-

W系のものも若干見ら

れる。宿曲運動ととれ

ら断層を生じた地塊運

動の結果，台温泉付近

は隆起帯の中心部Kあ

たっている。

NE系の断層ほ，東

側のものよ b順K羽山

東断層・羽山西断層・

台温泉東断層・台温泉

中断層・台温呆西断層

と名づけられている。

とれら 5本の断層は平

行断層として発達し，

羽山東断層は逆断層，

E23皿III1 IÂA，，"~61 ~ヨ
河岸4雄雄穂署場ロ.. 署朔.. 湯L告l~

第4国 花巻温泉・台温泉地域地質図

〆〆
>' 
ifJ)f -5t.朱

羽山西断層は正断層であるが，その他のもむほ性質が明らかでない。次VCE-W系の断層とし

ては，北測の鬼ク沢断層と，南側の鬼ク沢南断層と名づけられた2本の断層がほぼ併走し，共

K逆断層である0

9 熱源岩，地質構造と温泉の湧出
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しかも割K浅いポー源泉の多〈は男助層よ b湧出するが，流紋岩から湧出するものもあ.b，

リングで高温泉が湧出することから，熱源岩は流紋岩と考えられる。

台温泉地域では，温泉の大部分回羽山西断層と台温泉西断層との聞の，男助層や流紋岩から

また盛b上湧出している。そして，既述のようにNE系やE-W系の断層の多い地域であ.b， 

がった構造C中央部K当たっているなど，温泉の湧出が地質構造と密接な関連を有するととを

示している。

志戸平温泉・大沢温泉(第5図参照〉(5) 

共K豊沢JlIo河岸K古〈からある温泉場である。松倉温泉は志戸平温泉のやや下流に関かれた

帰
国
温
端
容
EE 
兎.N...常

" 有約制、¥
命1"泊、、、

司、

断メE鍬

の凝灰角醸岩・凝灰質砂

岩・凝灰岩よb成.b，プ

K区分され，また火山岩類

切留庖を不整

緑色，濃緑色

新第三系・第四系bよび

はさみ，両輝石安山岩の

-傑岩をはさんでいる。

その最上部K厚さ数慨な

いし 15m程の安山岩質

Kは両輝石安山岩と流紋岩

ロピライトの遊入岩床を

三系低下位よ b願K切留居

-男助庖・湯ロl冒・荒屋層

b成.b，稀K凝灰質砂岩

火山岩類が見られる。新第

(b) 

合医被う。凝灰角榛岩よ

岩脈K貫入されている。

ポーリング泉である。

新第三系

切留層

男助局

と:;oiある。

地質

白)

ア

a 

第6園 大沢温泉・志戸平温泉付近地質図

的
悩

火砕岩がのっている。

主K凝灰岩・湯口層(c) 



砂質凝灰岩・探灰岩・シルト岩よ b成.T，稀κ泥岩・凝灰角醸岩・喋岩等をはさむ。一部珪

化した部分が見られる。湖成層として堆積した地層である。

(φ 荒屋層 切留層とは断層で接すると考えられる。主K凝灰岩・凝灰質砂岩・泥岩・シルト

岩よ b成.T，薄い亜炭層を位さむ。前記切留層・男助層・湯口層は中新統K属するが，荒屋

層は鮮新統K属する。

b 火山岩類

(司両輝石安山岩 切留居・湯口居中陀，岩脈もしくは遊入岩床として産する。規樹9VCはど

〈小規模である。

(ゆ流紋岩 大森山・五問ク森・江釣子森山などの中腹以上の部分を占めて，特異なドーム状

の山体を成す。流状構造を示すととが多<，斜長流紋岩K属す。

イ 地質構造

NE系の断層が多いほか， NW系， E-W系のものも少数見られる。 NE系断層の顕著なも

のとしては，志戸平温泉の北側をNE方向K延び，同温泉む北西で向きを南へ転ずる志戸平断

層，同温泉の南側で走向NE 63
0
，傾斜SE 530を示す薄衣の滝断層，切留庖と荒屋層との境

を成すと推定される断層がある。そのほか小規模なもの低，鍋割川沿岸などで相当数見られる。

NW系の断層も数本認められるが，やや小規模なものとしては，松倉温呆の西を走る松倉温

泉断層〈走向NW6ト 750
，傾斜ロNEへ急傾斜〉がある。

一方福曲構造についても NE系のものが優勢で，志戸平温泉の北西方でよ〈発達している。

とれらのうちその軸が大沢温泉を通る背斜構造を，大沢背斜と名づけた。そのほか志戸平温泉

付近Kも， NEE走向の小指曲構造が発達する。

ク 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

熱源岩は流紋岩と考えられる。

志戸平温泉のかつての源泉位，同温泉旅館対岸の河岸崖VC2箇所あったといわれ，うち1箇

所は崖下の露天風目跡地Kあったという。との露天風呂跡地では，湯口居中の節理からどく少

量の徴温揚が現在もわいている。現在はポーリング泉K依存している。志戸平温泉付近は，志

戸平断層・薄衣の滝断層・それらの断層と関連する小規模断層・4棺曲構造左どの多い複雑な

構造のととろであれ温泉の湧出は ζれらの地質構造と関連するものと思われる。また松倉温

泉も，松倉温泉断層と関連するものであろう。

また大沢温泉は大沢背斜の軸部K湧出して$'T ，しかも自然湧出である。恐ら〈背斜軸部K

生じた節理と深〈かかわるもむと推定される。

(6) 鉛温泉・西鉛温泉・新鉛温泉〈第6図参照)

鉛温泉・西鉛温泉・豊沢川K臨む古くからの温泉場である。新鉛温泉は，西鉛温泉の北西隣接
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地にあるポーリング泉である。また鉛温泉と大沢温泉との中間VC，山の神温泉と高倉山温泉があ

るが，共Kボーリング泉である。

ア地質

~.a ・

国 sa・
回…
国花園・

花尚岩を基盤とし，新第三系と第四系がのっている。また火成岩類としては，深成岩K属す

る岩同岩のほか，脈岩類。石英斑岩，火山岩氏属する流紋岩が認められる。そして新第三系は

下位よ b順K幕舘層，男助層bよび湯口庖K区分される。

a 新第三系

(叫幕舘庖 暗緑色の凝灰角操岩，凝灰岩よ b成るが，ときKプロピライト集塊岩をはさむ。

(ゆ男助層 凝灰角疎岩よ b成..b，稀K凝灰岩をはさむ。そして最上位Kは安山岩質火砕岩

層をはさんでいる。下位の幕舘層とは断層を以て接する。

(c) 湯口層 主に凝灰質砂岩・泥岩・凝灰岩よ b成るが，ときに軽石質凝灰岩などをはさむ。

一部で植物化石を含み，湖成層である。

b 火成岩類

~ ..骨量蝿・慣銅

ノ' 健軍骨量鋤・信網

，. 平有-由意向・・". ~. ~ 

;16国鉛温泉地域の地質図
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(c) 流紋岩 大森山・高倉山・水上山などのドーム状の山体を形成する。流状構造を示し，

斜長流紋岩K属する。

イ地質構造

地域の中央部1fC，大規模な断層である綱取断層が南北K延びている。との断層ほ東へ800，位

で傾斜する正断層である。との断層を境Kして，西側に位花両岩や新第三系最下部層の幕舘層

といった，比較的古い地層が分布し，断層が多い(l)1fC対し，東側Kは男助層・湯口層といった

上位届が分布し，摺曲構造が多い。

そのほかの断層としては，綱取断層@西K南北方向K延びる 3本@平行断層， N E方向K延

びる 2本の平行断層がある。また綱取断層の東側Kも南北方向の断層が1本認められる。しか

しとれらの断層は規模としては大きいものではなしまえ総て正断層と思われる。

次K宿曲構造としては，綱取断層の東側にほぼ南北方向K併走する2背斜， 2向斜構造があ

る。背斜構造のうち東側@ものを下シ沢背斜，西側のものを大森山背斜とよぶ ζ とにする。

また綱取断層に近い男助居中KはJ NE系の節理が優勢なほか， NW系のものも可なb見ら

れる。

タ 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

熱源岩回流紋岩であろうと推定される。

鉛温呆・西鉛温泉・新鉛温泉は，いずれも綱取断層の東側にあって，最も速い鉛温泉でも綱

取断層から600慨と近接した位置にある。しかも綱取断層低東へ傾斜し，断層近〈の男助居

中Kは節理の発達も概して良好なととから， ζれら 3温泉の湯出が，綱取断層bよびとれと関

連する節理と，密接な関係があるととを推測させる。

また高倉山温来は大森山背斜軸Kやや近い位置に，山@神温痕は下シ沢背斜軸の直上から湧

出して$"'9，背斜構造の軸部付近K生じた節理と密接な関連を有するものと考えられる。

(7) 夏油温泉(第 7図参照〉

夏油川の上流，深山幽谷の秘境であるが，近年現地までパスが通ずるようKなった。

ア地質

新第三系.第四系bよび火山岩類よ b成る。新第三系拡総て大荒沢層K属する。

a 新第三系

(司大荒沢層 凝灰角疎岩・凝灰岩・砂質凝灰岩などから成るいわゆる緑色凝灰岩である。

諸所でプロピライトの岩床をはさんでいる。

b 火山岩類

(司流紋岩 大鹿沢のあたbでやや大規模な貫入岩体〈大鹿沢流紋岩とよぶ)を成すほか，

数箇所で小規模な岩脈を成す。斜長流紋岩K属するが，珪化作用を被T，また黄鉄鉱K鉱
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イ

染されるととが多い。

(b)安山岩 大荒沢居bよび流紋岩を切る岩脈として産すゐ角閃石輝石安山岩K属するが，

一般K珪化作用を被1>，黄鉄鉱が鉱染して辛子1>，流紋岩と共に著しい温泉作用を被ったと

とを示している。

地質構造

NNE系bよびNE系の

断層が圧倒的K優勢で，そ

のほかKはNNWないし，

NW系の小規模な断層が，

数本認められるに過ぎない。

NNE系の断層の大規模.

なものとしては，夏泊温泉

東断層と夏油温泉西断層の

2本があ1>，ほほ平行K延

びている。そして両者の間

に位，同系の小規模な湯の

沢西断層がある。そのほか

冷水沢などでも小規模なも

のが数本見られる。

次VCNE系@断層として

は，やや大規模な揚@沢東

断層と湯の沢断層の2断層

があるほか，小規模なもの

が数本見られる。

CCIO.‘ 
・ー・ーー

筋7図 夏泊温:Jlt tt~ける断層融と源寂の分布との関係を示す図

一方節理陀ついても NE系のものが大部分で， NW系などは割K少ない0

9 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

直接流紋岩から湧出する源泉むあるとと，また流紋岩の位置・産状などから，夏泊源泉の熱

源岩は流紋岩であろうと推定される。

付近の源泉の分布を見ると，大部分ほ断層@密集する湯の沢東断層と夏油温泉酉断層とC問

K分布しているが，夏油温痕西断層の西側でも，同断層寄1>VC若干分布する。枯松沢Kるる源

泉も，夏油温泉東断層辛子よびそれK近接した位置に湧出している。

そして多〈の源泉の中Kは，温泉が断層またほ節理から湧出している@が，実際K見られる
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例が相当多数る.b.温泉の湧出が地質構造ときわめて密接な関係を有することが認識される。

(8) 湯本温泉〈第 8図参照〉

温泉街は，和賀川K沿う河岸段丘上に発達する。

7 地質

新第三系，第四系bよび火山岩類よ b成る。新第三系位総て小繋沢層K属する。火山岩類K

は流紋岩と石英安山岩とがあるが，石英安山岩は地表で目見られない。

a 新第三系

(心小繋沢居 火山角傑岩・凝灰角棟岩・凝灰岩・シルト岩・砂岩よ b成る。一部K珪化帯

が見られる。

b 火山岩類

(司流紋岩斜長流紋岩K属し，溶岩

流を成すと息われる。

(防石英安山岩源泉地@地下K ドー

ム状岩体を成して潜在するととが，

ポーリングのコアから確認されてい

る。

イ 地質構造

子規の他を通b南北K伸びると推定さ

れる断層がある。とれを子規の池断層と

名づけたが，かなb延長性K富むものの

ようである。またこれから分岐して走向

N E 27 0• 傾斜800 S Eの断層がる.b. 

小助沢断層と名づけられている。

ウ 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

l:tl8園湯本温泉地質図

石英安山岩K当たったポーリング泉の泉温が. 9 0 'cもある ζ とから，石英安山岩が熱源岩

であるととは確かであると思われる。また地域南東部K分布する流紋岩も，熱源としてい〈分

か寄与している可能性もある。

ポーリングが行われる前には，自然湯出する源泉が2つあったが，共に子規の池断層K近接

した位置であ.b.また温泉作用によって生じた珪化帯も，ほほ子規@池断層と一致する。との

ような事実は，温泉の湧出と断層との密接な関連性を物語るものであろう。

また現在利用されているポーリング泉は，総て子規の池断層と小助沢断層Kはさまれた，鋭

角地のせまい範囲内Kる.b.温泉の湧出と断層が密接な関係、を有するととを示している。
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(9) 湯川温泉(第 9図参照〉

陸中川尻駅の南方Kロ，出戸揚JII(出戸の湯)，中湯川〈中の湯)，央揚JII(央の湯〉の3つ

の温泉があ 9，との3温泉を一括して湯川温泉とよんでいる。いずれも小鬼ク瀬JIIVC:沿う温泉地

である@

ア地質

新第三系・第四系bよび火山岩類よ b成る。新第三系ロ，下位よ b順K大石層・小繋沢層・

黒沢層bよび花山居K区分される。また火山岩類に位角閃安山岩と流紋岩とがある。

a 新第三系

(副大石層 主に談縁ないし;政官色を呈する凝灰岩・凝灰角傑岩よb成るが，凝灰質砂岩や

泥岩をほさむ。稀K二枚貝など@海棲貝化石を産する。

(同小繋沢届 凝灰岩・軽石質探灰岩・凝灰質砂岩・泥岩よ b成る。海棲貝化石や有孔虫化

石を含む。

(c) 黒沢居小繋沢層を

不整合K被う。主K凝

灰質砂岩・砂質凝灰岩

よb成 9，ときに軽石

質凝灰岩をほさむ。

(ω 花山居黒沢層K不

整合で重なる。凝灰岩

-凝灰質砂岩・泥岩・

シルト岩・醸岩から成

9 ，数枚<D~炭層をは

さむ。植物化石を含み，

それら化石種から判断

して下部鮮新世K属し

ている。黒沢局以下の

地層は中新世に属する。

b 火山岩類

(a) 角閃安山岩地表で

は，岩脈としてど〈小

規模な分布を見るに過

ぎない。しかしポーリ
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ング資料によると，地下ではかなb広〈分布するもののようである。

{ω 流紋岩溶岩ドームを成すほか，岩脈を成して産する。斜長流紋岩K属し，とき K流状

構造が見られる。

イ地質構造

断層としては小規模なものが数本認められるK過ぎない。その中で低 NNEないしNE系の

ものがやや優勢である。また宿曲構造として位，地域中央部K南北方向K延びる 1つ@緩い背

斜構造が認められる。 ζれを湯川背斜と名づける。また地域北端の土畑鉱山付近K分布する流

紋岩は，貫入の際周囲の地層を押し上げ，そのため流紋岩を取b巻〈新第三系ほ，半ドーム状

構造を成している。

ク 熱源岩，地質構造と温泉の湧出

地表地質事Pよびポーリング資料から判断すると，角閃安山岩は岩脈状，一部では岩床状を成

す可能性もあbそうである。しかし泉温などをみると，大きい流紋岩体K近接した北方の温痕

ほど高温である ζ となどから，温泉の熱源、岩は流紋岩と考えられ，角閃安山岩は熱源としては，

恐らく寄与していないものと考えられる。

一方源泉の位置を見ると，出戸白湯は流紋岩の貫入K伴う半ドーム構造の周縁部K発達する

節理から湧出し，また中の湯位，共K湯川背斜の軸部K発達した節理から湧出していることほ，

温泉の湧出が，地質構造ときわめて密接な関係のあるととを示している。

3 結論

)R上ζれまでに調査を実施した金田一温泉，鴛宿温泉，繋温泉，台温泉，志戸平・大沢温泉，鉛

・西鉛温呆，夏油温泉，湯川，湯本温泉といった県内の主要な温長の地質，地質構造，熱源岩，温

泉の湧出と地質構造との関係の大要について述べた。

とれらの温泉位，いずれも新第三系中新統から，一部ロこれに貫入する流紋岩から湧出している。

また，温泉の熱源岩は，大部分が火山岩K属する流紋岩と見られるが，えだ湯本温痕だけは，石英

安山岩が主たる熱源岩となっている。特異な例は金田一温泉で，ととでは基盤の古生層を貫〈花筒

岩が熱源であろうと推定される。

温泉の多〈は，断層K比較的近い位置にある断層K関連して生じた節理から湧出するが，ときに

は鴛宿温泉，夏油温泉の一部で見られるように，直接断層から湧出する例も認められる。また台温

泉・夏泊温泉のように，断層の多〈混み合った地域Kは，源泉数も多〈見られるのが通例である。

さらにまた鴛宿温泉のよう VC2本の断層がT字形K交わる付近K湧出する源泉，繋温泉の本陣の湯

源泉・湯本温泉の源泉のように， 2本の断層VCt.lさまれた鋭角地帯から湧出する源泉は，概して湧

出量が多い。
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一方宿曲構造の発達する地域でロ，大沢温泉・山の神温泉・揚川の中の湯・央の湯のようvc.，背

斜軌I:vc.あって，軸部K発達した節理から湧出する例も若干認められる。

またポーリングKよって自噴する源泉も若干見られるが，自噴の原因が，金田一温痕の場合のよ

うに，新第三系の基盤を成す古生居の表面〈浸食面〉が，一方へ傾斜するととによると考えられる

もの，繁温泉の場合のように，温呆水を包蔵する地層そのものの傾斜によると考えられるものなど

がある。 ζのように，温泉の湧出は地質構造ときわめて密接な関係を有するととから，温泉の地質

調査に当たっては，地質構造K特K注意して実施する必要がある。

編集係よりのお願い

次の点K留意されて投稿されるよう b願いします。

*怠るべく専用の原稿用紙を~即するとと。専用の原稿用紙は 1 枚 1 頁K左 b ます。

*原稿用紙はヨヨ書き用を使用するとと。タテ書き用を検Kして使用しないとと。

*ペン書きKする。鉛筆書きゃ，それをコピーしたものはさける。

*句点はマノレ (0 )，読点はコンマ(， )を用いる。同格の名詞を並べるときは中黒〈・)，図の記

号の説明左どKはコロン〈例えば， M:盛岡市〉を用いる。

*句点・説点・中黒・コロン・カタコ左どは 1字とする。脅さ出しは，行を変えた時も含めて 1字あ

ける。

*章・節・項の題名の前後〈と<~前〉は行をあける。

*本文中K文献を引用するときは， 8岩手(1980)が述べたようtcu，または E……という考えもあ

るく岩手，1980)1とする。

$図は〈できれば表も)，そのまま印刷できるようK昼入れして清書する。本文中K貼 bっけない。

*図・表・写真の番号は，第 1図・第 2表・写真3，のようK呼ぶ。

*図・表・写真の説明は，別の原稿用紙Kわかbやすく香〈。

$注はなるべくさける。

傘ゴチック体を希望する部分は，赤鉛隼で波形アンダーライ Yをヲ1<。

*通し番号・記号の記載順序は， 1， (1)，ア， a 0 
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顕微鏡下の堆積岩

伊保内高等学校 佐藤利美

岩手大学片田正人

t ラヂオラリア一一一次慈市西方泥質チャート，オープンポーラー，約 65倍

ラヂオラリア〈放散虫〉は浮遊性の珪質徴生物である。古・中生代K多いチャートは，事PもKと

の生物の集積したものといわれる。ただしチャートを鏡下でみても，ラヂオラリアの姿はほとんど

見あたら左い。しかしとの写真。ような泥質のチャートでは，ラヂオラリアと泥質部の透明度が対

蹴的左ので，ラヂオラリアの外形を明瞭Kみるととができる。最近では，ラヂオラリアの種類Kよ

って地質時代がわかるようK左ってきた。

2 7ラムポイド状黄鉄鉱一一一宮城県登細T，二畳紀上部局，オープYポーラー，約 200倍

との岩石は，いわゆる登米スレート〈玄昌石〉である。との中Kは球状のフラムポイド状黄鉄鉱

が，しばしば認められる。との写真では，層理Kそって，フラムポイド状のものと不定形のものと

が集まっている。そしてフラムポイド状結晶の両側Kは，三角形の優白色の部分があるため，人聞

の自のようKみえる。自自の部分は緑泥石である。との部分は，圧力をうけた時の，黄鉄鉱結品K

よる影の部分 (Pressure shadow)である。

3 海百合一一一宮城県雄勝町，二畳紀中部層，直交ポーラー，約20倍

海百合石灰岩の写真である。海百合は，現在では深い海底t(D-っそbと住んでいるが，二昼紀K

は，海岸地帯K無数K生息していたらしい。石灰岩中の化石としてはポピュラーまものである。鉱

物はすべて方解石で，大型の結晶が海百合の柄の断面。細粒結品仇化石が溶けて再沈澱したもの

であるo

4 徹宿曲一一一盛岡市東部中津川流域，凝灰岩質チャート起源スレート，直交ポーラー，約35倍

全体がチャート質岩石起源のスレート左いし千枚岩，真中の部分K絹雲母 (2次的忙生じた鉱物〉

の多い薄層がみられる。そしてそとだけK徴細左宿曲構造がみられる。スνートを作る方向圧が加

ったとき，その部分だけがずれて宿曲した。 bそらくそとは滑bやすかったのであろう。
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4月

地学ニュース〈昭和55年4月-56年3月〉

1日盛岡で春の雪，積雪5an

2日 東磐井郡川崎村の岩手県天然記念物「簿衣の笠松」が，雪害で枝折れる。

3日 西オーストラリア州で35億年前K生存のバクテリア化石発見。

9日 Y連yユーズ35号打上げ。 2入乗b有人宇宙船。

11日 二戸市上皇遺跡の人骨，縄文時代後期〈約6000年前〉と判明。

節目 盛岡・宮古で小雪。最高気温盛岡で4'C。

16日 午前 10時40分，宮古で軽震。震源地岩手県中部，深さ 60kmo

U 日 県内全般に冷え込む。山間部でみぞれ降る@

21日 日本全域K黄砂現象。視界悪化で冊天時に盛岡から岩手山見えず。

22日 午後2時35分，関東地方中心K強震。宮古で震度20

2B日 桜K無情の春のあらし。

a日盛岡開花宣言。平年よ.b5回全〈れ。

5月

8日 木星15番目の衛星発見。直径70 -8 Okm，木星をめぐる周期 16時間16分，木星表

面から 15万 1000km([)距払

12日 気仙郡三陸町の東大宇宙研からの科学気球打ち上げ開始。

14日 奈良時代後期の土器，陸前高田市高田町小泉地内で大量に出土。

18日 姫神山〈穂高 1.124明)山聞き。

アメリカ・ワシントン州の火山セント・ヘレンズ(標高 2.950m)大爆弘山頂500慨を

吹き飛ばす。

19日 県内冷え込む。玉山村薮川でー2.9'c。県北地方で遅霜。

24日 県内 2日連続の真夏日，東北本疎レール曲るe

25日 台風3号Kよb早池峰山(標高 1914m)北斜面幅80慨，長さ 2∞怖の土砂崩れ@

27日 東ヰ助方で強風。大船渡で午前2時田分，最大瞬間風速20.2m。

30日 盛岡で平年を 11.5'c上回る 32.9'cの気温。盛岡気象観測開始〈大正12年 9月1日〉以来

の新記長九

6月

4日 金星探査用レーダーでマヤ文明の運河発見噌幅1-3m，深さ 0.5mを1∞o年前K石器で

掘る。
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6日 午前7時田分，県南と宮城で軽震。震源地宮城県沖，深さ 50km。

県内全域医恵みの雨。 5月'zl日6mm以来日日ぷb。

8日 東北地方の梅雨入b宣言。平年よ.b8日早い。

17日 内陸部中心K大雨。盛岡 00問。

イギリス郵政公社が，通信衛星Kよる世界初の一般郵便業務を開始。

19日 オーストラリア西部@砂漠で， 35億年前の徴化石発見。徴生物ストロマトライテスの堆積

によってできた岩石中K含まれる。数珠玉とひもでつないだような数千の化石片から成る。

22日 火星の雷雲発見。バイキング1号の撮影。

幻日 栗駒山(標高 16'Zl.7明 )<D昭和湖付近K噴出した硫化水素ガスで野生動物大量死。

a日 午後1時 19分，東北地方で弱震。震源地福島県沖，深さ 40km。

7月

1日岩手山(標高 2041m)山聞き。

3日県内全域K大雨。

5日 異常低温注意報。

7日 岩手郡岩手町久保で約 15∞万年前(第三紀鮮新世)の砂岩層からサメ@先祖カルカロドン・

メガロドンの化石発見。

8日 日本最古の化石発払筑波大学大学院生安達修子さんが，岐阜謀吉城郡上載す福地@ーの谷

層から， rエオレベルディシア・エオプリミシア〉の員形虫の化石を発見幅約4億8千万年

のオルドピス紀中期のもの。

富山県下新川郡入善町吉原の沖約5∞慨，深さ ID-40怖の海底で，推定約l万年前の埋没

林発見。氷河期bわbの海面上昇を実証。

17日 冷たい弘最高気温が平年比から， 7-9t:低い日が続〈。

8月

1日 アジア人で初の宇宙飛行士ファン・トアンベトナム空軍中佐， ".1ユーズ37号で帰国。

6日 冷夏の合聞の強い日差し。それでも盛岡26.7'c。

大型で並みの勢力の台風 10号徐々 K東'、本土直撃の恐れなし。

7目 立秋。「烈日」望み薄，気象庁判定会が予報。

8日 台風 11号グアム島の東の海上で発生。

12日 有珠山の火山灰を使って，ガラス繊維を作るととK成功。

ベルセウス座流星群が今年目 120年ぶ.bvcそ@数を増し， 12日夜vct.J:最盛期をむかえる。

13日 オホーツク海高気圧南下で県内 16日ぶ.bvc冷夏脱出白

14日 午前9時 9分，闘東東部で地震。震源地千葉県銚子市付近，深さ4Okmo銚子震度 3，水戸 1
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午後1時田分頃，富士山現上火口壁外側の久須志岳から大落石。死者12人，重軽傷者29

入。

16日 インド北部のクフタルプラデシa州を流れるガンジス川が洪水。 548人死亡。

17日 アイスランドのヘクラ火山(1500慨)が大爆発。噴煙は9kxn上空まで達する。

18日 御前崎で地殻が隆起する傾向にあるととを，地震予知連絡会で報告。

19日 午前O時頃エクアドルで強い地震が発生。死傷者多数。

21日 県沿岸地方， 14日からの雨で被害。

22日 本県沖の海水温は表面， 1∞怖の層とも平年よ.b5"C前後低〈なっている ζ とがわかる。

25日 午後2時40分，盛岡地方気象台潮位に関する気象情報発令。

27日 県北，沿岸地方に大雨。県内全域K大雨洪水書報。

28日 「異常 Jを示す駿河湾海底図が海上保安庁水路部Kよって作成。

30日 豪雨禍の県内，被害あいつぐ。

28日から九州中，北部K続いている大雨で 15人死亡， 1人不明。

31日 7月と 8月，県内其夏日なし。

9月

2日 南極昭和基地は観測史上最高の異常な暖かさ。其冬なのに閲水面のぞ〈。

6日 県内其夏自にもう一歩。大船渡で29.9"c。

インド北部を襲 9たモンスーンで千人以上死亡。

9日 岩手町黒石で，温泉ポーリング進む。

10日 台風13号が大型台風K発達，次第K西日本へ。

11日 台風 13号，本土を直撃。

台風13号の北上K伴い，県内回蒸し暑い日とな.b，盛岡でほ不快指数布を記長九

12日 冷害による影響で県内戦後最悪の凶作。

県内台風一過で其夏日，普代31.5"C，宮古3O"C。

y連科学アカデミーによる「九恐竜展」エンドーテェーン盛岡中央底でーカ月間開催。

17日 台風 16号が南大東島K接近。

18日 県内，内陸部中心K冷え込む。玉山村厳川で2"Cまで下がる。

22日 北海道大雪山系VC22日朝，昨年よ.b6日遅〈初雪。

23日 「中秋の名月 Jと「秋分の日」が95年ぷ.bvc重なる。

25日 お日:未明から早朝にかけて，関東地方を中心K強い地露。 1回目はマグ=チ晶一ド6.4，

震源地千葉県南部，深さ約 40kxn。館山・東京・宇都宮・横浜震度40

富士山K平年よ.b16日遅〈初雪。
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26日 県内，移動性高気圧κ覆われ，秋冊れが広がる。

29日 午前6時37分頃，東北地方の太平洋側，本県内陸部，関東の一部で地震。震源地宮城県沖，

深さ 40km。盛岡・宮古・石巻・大船渡震度30

10月

2日 県内冷え込む。玉山村薮川でー1.5'C。

4日 岐阜県吉城郡上宝村福地で，日本最古とみられる放散虫C化石をオルドピス紀層から発見。

台風19号， トラタク島西北西で発生。

6日 東大宇宙研Cわが国最大の超巨大気球が三陸町から打ち上げられたが，惜し〈も失敗K終

わる。

9日 岩手山初冠雪，昨年よ T13日早ν、
10日盛岡で初霜

アルジエリアで2固にわたって大地震発生。死者25，0∞人に及Aよ0

14日 台風 19号で九州は暴風雨圏入b。

台風20号，午前3時八丈島の南南東約3∞km([)海上K遥す。

東京工業大学の力武教授，伊豆半島つけ根で本震が起とる可能性大きいと，震源移動説か

ら推論。

15日 台風 19号，伊豆諸島を直撃。

台風20号，熱帯性低気圧になる。

16日 中国野人，実在説強まる。足跡や髪発見。

月の地震，地球の引力が影響と小山順二東北大学理学部助手Kよって，学会で発表。

20日 午後6時3分，県内K地震。震源地岩手県沖数 10km，深さ3Okmo宮古震度3，盛岡・大

船渡・一関20

22日 県内終日冷え込む。八幡平目小吹雪。

気象ロタクト 400号が，三陸町から打ち上げに成功。

24日 県内冷え込み，盛岡市内では霜柱が出る。厳川では一色 9'C。

メキシコ中部でマグニチ品ド6.5の強い地震発生。 52人死亡， 2∞余人けが。

南太平洋の=ューカレドエア諸島でマグエチュード6.7の地震が発生。

25日 低気圧の影響で，県内K強風雨。

27日 太平洋沿岸を中心K異常潮位。気仙沿岸では20an高〈なる。

2s日 岩手山が3合目付近まで雪化粧。

感星探査機「ボイジキー1号」が土星VC2つの新衛星を発見崎

30日 台風22号，ルYン島の西K発生。
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31日 31日から5日間，木・金・土星が接近o

t唱月

1日 県内K突風急襲。盛岡で陪瞬間最大風速22.1慨記a

3日 午前 10時6分，県内K地震。震源地宮城県南部，深さ 120kmo大船渡震度2，盛岡・八戸 1

4日 午前 10時2分頃，岩手県と青森県内の一部で地民震源地岩手県沖，深さ約4Okmo盛岡・

宮古・八戸震度2，対台渡，一関 10

県内寒気回の通過に伴って冷え込み，一関でも氷点下となる。

6日 ポイジ守一 1号，土星K無数@リングを発見a

8日 午前8時 34分，県内の一部で地髭。震源地岩手県沖，深さ約4Okmo宮古・大船渡震度 10

県内冬型の気圧配置に$-$-われ，県南，沿岸でも初雪。

11日 中国の洞〈つで， 3，40万年前@旧石器時代の原人の完全な頭がい骨，左下るど骨，歯など

。化石が発見。

13日 ポイジ守一1号，リングK最接近。

土星の衛星テタンは，液体窒素の冷たい大気VC$-$-われ，生物ほ不明とわかる。

土星の南極Kオーロラを発見。

土星の衛星デイオネ表面には無数のクレーターあ.T，衛星の大半に共通であるととがわかる。

土星リング@粒子は大岩石である ζとがわかる。

24日 イタリア南部で大地震。マグエチュード6.8の直下型地震で，死者・不明 5，0∞人超す。

25日 未明から県北沿岸部を中心K大雨。

幻日 午前8時48分どると同 10時50分頃，東北地方全域で地震。震源地青森県東部，深さ 70lano 

南米コロンピアとベネズエラ国境で強い地震発生。 30人ムユ上負傷。

Y速が9年ぶ.TVC， 3人乗b宇宙船打ち上げに成功。

29日 栗駒山で火山活動の前ぶれと思われる地鳴b音が起きているのを感知0

12月

4日 県内K激しい宙雨，岩手町・玉山村など 15，(削戸が停電。

6日 本格的な冬将軍到来，沢内村で30cmo

米で史上最大の通信衛星打ち上げ。

9日 今季初の真冬日，最低気温は川井ででー 14.7 'c ，盛岡でー6.6'c。

10日 中因。安徽省竜揮洞(.tゅうたんどう〉で北京原人級の新たな原人C頭骸が発掘される。

14日 県内すっぽb雪景色，一関祭時(まつるべ〉で76cm，盛岡で26cmo

路日 午後O時21分どる，県北沿岸で地昆震源地は青森・岩手県境付近，深さ約80lano 八戸

震度2，青森・宮古鰻度 10
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18日 日本時間午前 1時 24分，カナダ西部海岸のパンクーバー島沖の太平洋で大規模な地震発生。

規模マグ=テュード7前後，震源地はエストパy町の西約 3allan([)海底。

22日 冬至。盛岡地方のこの自の日の出は午前 6時招分，日の入 bが午後4時 17分，わずか9時

間25分の短目だった。

24日 「イプ低気圧 JVCよb県内暴風雪。道路寸断，列車立ち往生，家屋倒壊，停電は 7万8千戸。

26日 中国雲南省職豊県で，約田O万年前K生存していた古猿.ラマピテクスの比較的完全な頭骨

が発見された。

29日 北信越・東北を中心K記録的な師走大雪o

t月

11日 午後3時26分どろ，東北地方の一部で地盤。震源地は宮城県沖，深さ約印加。大鉛渡・石

巻・宮古震度3，盛岡震度 20

12日 御所ダム，氷湖と化す。飯川でー21'C，盛岡-10.3'c。

白日 米東部K記録的寒波， -41 'c超える。欧州各地でも大雪被害。

55年 11月，中国安徽省和県の洞〈つで発見された旧石器時代の原人のものとみられる頭骸

骨位，北京原人や藍田原人よ bもジ守ワ原人K近いという見解が明らかKされた。

14日 県内異常低温注意報。盛岡一 14.9'C，厳川ー 25.3'c。

19日 18目夜から 19日午前 11時にかけて東北地方を中心VC12固にわたb地震が続発。 震源地

は三陸沿岸から 200lan沖合の日本海溝付近，深さ 40加。規模は 53年6月の宮城県沖地震

のマグエチュード7.4tc匹敵。 19日午前 3時 17分発生の地震Kよる各地の震度は，盛岡・

宮古・仙台震度 4，八戸・大船渡・秋田・福島震度 30

22日 盛岡で流氷現象。寒さ停滞。薮川トお.7'c。盛岡-13. 6 'c。

23日 午後1時随分どろ，東北・関東の広い地域で地震。震源地は北海道日高地方西部，深さ 80

lan，マグエチュード6.8。盛岡震度4，宮古・大船渡・一関震度 30

26日 済州島の洞〈つ「万丈〈つ」が長さは4∞慨を超え，溶岩洞〈っとしては世界最大である

ととが判明。

31日 東山町で約3億50∞万年前の古生局から鍾乳洞が発見され， r幽玄洞」と名づけられた。

2月

3日 エテオピアで却万年前の石器発掘。人類最古の技術。

4日 気泡の跡がた〈さんあ9，小惑星の火山活動を示峻する極めて珍しい陳石が南極で見つかる。

世界で 2個目o

6日 海流の異変が冷夏と関係。鳥取@中学生グループ，放流調査で裏付け。

11日 技術試験衛星4型(8 T 8-4 )を積んだ日本最大の大型液体ロクフト rN2 Jの打ち上げ
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K初めて成功。「き <3号」と命名。

13日 午前9時 46分どろ，東北地方の一部で地露。震源地位岩手県沖，深さは約4Okmo大船渡・

宮古・八戸震度10

25日 居坐b冬将軍大暴れ。交通網寸断，雪崩相次<.0積雪量山形村で90cm，盛岡で36CT1lo

3月

3日 南部北上山地形成K新学説。失われた大陸(ゴンドワナ)の断片か?

橋本光男博士ら国立科学博物館地質学者2入が提唱。化石・地磁気で裏付け。

8日 対白渡で瞬間最大風速27情。

13日 春@足音近づ<，県内最低気温位プラスK:o

3年ぶbK:jH路K流氷群。

16日 アンクートで地震動マタプ。角田埼玉助教授が発表。断層解明K新手段。

却日 県内ほポカポカ陽気。対白渡17.9'C，盛岡 14.9 'c。

22日 Yユーズ 39号打ち上げ。モンゴル入の飛行士も乗船。

24日 午後 5時46分どろ，東北・北海道で地昆震源地口青森県東方沖，深さ 60km。八戸・宮古

・盛岡震度2，大船渡震度 1。

2s日 春を通せんぽ。県内K雪，一転荒れもよう。

〈編集:岩手大学教育学部地学教室学生〉

会費納入のお願い

会員数 150人K満た左い本会が，その活動を維持し，しかも発展しようとする源泉は，左ん

と言っても会費です。人間Kたとえる走らば，血液みたい左ものだと思います。会が貧血を起乙

さぬよう，忘れずK納入して下さい。未納の方Kは，振替用紙を同封しましたので，是非b願い

をいたしますo また，会費の前納は，大いK歓迎いたしますo
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県内の地質関係出版物案内

県内各地の地質・古生物や地質教材K関する出版物を紹介します。

1 (郷土に生きた貯ものたち〕 北上書房〈昭和45年〉出版， 36頁，絶版

著者:小野寺信吾

2 (江刺の地学〕 中田剛〈昭和46年〉発行， 68頁，在庫

編著者:江刺市理科教育研究会

申込先:江南j市教育委員会学校教育課〈江刺市大通T1ー 8，曾01973-5ー 6555)

価格:1，0∞円〈送料別〉

3 (続江刺の地学〕 中田剛(昭和52年〉発行， 76頁，絶版

編著者:江刺市地学研究グループ

4 (一関地方の地質教材〕 一関市教育研究所〈昭和51年〉発行， ω頁，在庫些少

著者:鈴木良平

申込先:一関市教育研究所〈一関市大手町2-21，曾0191-21 -2111) 

5 大船渡・気仙の地質〔郷土の誕生〕 大船渡市立博物館〈昭和 51年〉発行， 80頁，在庫

編著者:佐々木政美・村田正文・山田弥太郎

申込先:大船渡市立博物館〈大船渡市笹崎 11-12，曾01922-7 -3962) 

価格:1，2∞円〈送料別〉

6 (二戸の地学〈地学指導資料)) 昭和 53年発行， 194頁，在庫

編集・発行:二戸科学教育研究会

申込先:小成盛岡庖〈盛岡市高松 1-13-17，曾 0196一位-1055)

価格:3，0∞円〈送料共〉

7 (大船渡市史第t巻，地質・考古編〕 大船渡市(昭和53年〉発行，在庫

地質編 230頁，考古絹231頁

著者:地質編〈山田弥太郎)，考古縞〈及川淘〉

申込先:大船渡市企画調整課〈大船渡市盛町宇津ノ沢 15，曾01922-7-3111) 

価格:4，0∞円〈送料別〉

8 北上川流域の自然と文化シリーズ (3)(郷土のおいたち一一地質時代〕

編集・発行:北上市立博物館，昭和 56年発行，お頁，在庫

申込先:北上市立博物館〈北上市立花 14-59，曾0197ー 64-1756)

9 地質調査所発行， 6万分の唱地質図幅および説明書

陸中野聞く著者:島樟光夫・寺岡易司，昭和37年出版，在庫左し〉
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田老〈著者:島津光夫・田中啓策・吉田尚，昭和45年出版，在庫左し〉

大槌・霞露岳〈著者:吉田尚・片田正人，昭和沼年出版〉

釜石〈著者:吉田尚，昭和 36年出版，在庫左し〉

土淵〈著者:大和栄次郎，昭和31年出版〉

大迫〈著者:広川治・吉田尚，昭和 31年出版〉

人首〈著者:広川治・吉田尚，昭和29年出版〉

気仙沼〈著者:神戸信和・島津光夫，昭和お年出版，在庫なし〉

八幡平〈著者:河野義礼・上林不二雄，昭和a年出版〉

川尻〈著者:大沢被・舟山裕士・北村信，昭和 46年出版〉

焼石岳〈著者:北村信，昭和40年出版〉

地質調査所発行， 7万5千分のt地質園幅および脱明書

花輪・角館・横手〈絶版〉

申込先

(1) 東京地学協会〈東京都千代田区二番町 12lD2，曾 03-3)1ー侃偽 a2-140J，

握替口座東京 0-66278)

ω地学文献センター〈東京都府中市栄町 1-18-16，曾似おー62-5050，

振替口座東京0-62914)

(3) 大久保書庖〈東京都千代田区神田神保町一丁目，曾03-291-3306) 

地質関係専門庖，古書も扱っている。

(必稔書房〈東京都文京区本郷5丁目おー17，宮邸ー811ー幻69，

地質関係専門庖，古書も扱っている。 振替口座東京6-111358)

(5) 小成盛岡庖〈盛岡市高松 1丁目 13-17，曾 0196ー62-1055)

申込めば取扱ってくれる。
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圃圏圏園

ょうやくのととで会誌をbとどけするととが出来たという感じで一杯です。とと数年，会誌の揺す

は順調で，年内K発行され，$'0そくても 12月という状況で推移してきました。

今年は大幅VC$'oくれ，年を越してしまいました。原稿のbくれもその理由の一つですが，編集係の

不手際も否めません。来年度は効率よく進めたいと思いますので，奮って投稿をb願いいたします。

集まった原稿が多くて，編集係がてんてと舞いをするというよう左夢?を実現させたいものです。

昭和56年度役員

会長

副会長

会計監査

委員

顧 問

山田弥太郎

高橋雄一郎〈岩大工〉

井上雅夫〈岩大教〉

庶務 鈴木正人〈盛一〉

行事 片田正人〈岩大教〉

菊池真一〈教育センター〉

菊池喜雄〈盛二〉 鈴木正人〈盛一〉

会計 星幸一〈盛三〉 片田正人

会誌 山田弥太郎 佐瀬隆〈盛四〉 田中吉兵衛〈附属中〉

福田学(太田小〉

会報 吉丸尚志〈盛二〉 菊池喜雄〈盛二〉

橘行ー〈岩大教〉 村井貞允(岩大工〉 多国元彦〈岩大工〉

大上和良〈岩大工〉

岩手の地学 第 13号

昭和57年 2月28日印刷 昭和67年3月5日発行

編集兼発行者 岩 手県地学教育研究会

干000盛岡市上田三丁目随一33 岩手大学教育学部地学教室内

宙 (0196)23-51 7 1 (内線2430) 振替盛岡 0-2022番

印刷所 双葉タイプ印刷

干000盛岡市本町通三丁目泊ー11 曾 23-8906

一回一



代理店

ビツク型ハンマー

日本光学工業側....・ H ・.N1 K 0 N偏光顕微鏡

附マル トー………試料作製機器

日精側 ....・ H ・-…地質地形標本

(却岩本鉱産物商会・・・・・・各種鉱物切断研磨

顎成瀬 器 械
政|両市上田一丁目14番(一高前)T E L (24)5936(内

チゼ)1-製ハンマー

G.L.コンパス

ih叫 iCMl
Compass 

高度計回∞m'

{ナイロン筒)600，.850， (ナイロン柄拘∞，. 800，. 850， 究，測量関連機材一式

|岩本鉱産物商会 計二15252m|

北上川流域地質図 4000円

「岩手の地学jパックNll

各1000円

地質研究用関連機材一式

1 ， 2， 4， 5， 6， 8， 

10，11，12号 《参密Illo__唐
盛岡庖 盛岡市高松一丁目 13ー 17 (理科部〕

TEL 0196.62.1055代

本庖 宮古市新町 2ー14 (総合教材部〉

TEL 01936.2.6228代

宮古庖 宮古市本町 1-14 (出籍部〉

TEL 01936.2.6523 



一眼レフのパイオニア/
超接写から天体撮影まで

小型軽量システムの

アサヒペンタックス
-へ・ンタックス特約販売庖

盛岡・材木町3-10 T E L包加497・(5(8367

和洋紙・事務用品・文房具

株式会社

③卒会商!苫

盛岡市中ノ橋通 1丁目 5番31号

TEL (巾 24-2121 

/ 岩手県代理庖 一一一一¥

占 さしはかります気対総製I}(I川品 ' 
本 各種試 験 機 iJllJ 1l機械 カシオ，nrr.機東
光 リコ ー 感光紙 リコピー被 'j 快 2
2主 計量器岩手県知事登録認可庖 笠

喜怒いさご だ商底ま
式 式
会〔盛問附附市紳中恥ノ橋糊舵通酢1一

1%加h訓I~渚旬148援替ロ座盛岡 822番 l 

糊マルイ一一一一一ー/

宇宙と大地の法則を

わかりやすい教育機

能で解明する……。

島津理化器械(株)

地学の学習と研究に

日本地学教育学会推せん品

・ポラスター PQ-KI型

(附易jl~ 光顕微鏡) PQ-KIl型

・ポラビジョン P v-羽O型

(特li午・制光投!)j機) PV-3∞P型

・ポラステレオ STP寸-3型
( jl，d光実体顕微鏡) PM-1'2't¥! 

地学用光学器械専門メーカー

ZR北辰光器製作所
〒168杉、.W区久:JXILI3-29-27 T E L (03) 334-7959 

目で見てわかる地震波モデル実験装置

地球モデル実験装置
ご希E置のnには資料お送。申しますので

お申込み〈どきい

地学研究用切断機&研磨機

@緊守，，，，_・
〒113東京都文京区湯島 1-1 --10 (かくた ピル)

Tel東京 (03)251ー0727(代表)

理科機器 全 般

教材教具備品全般

盛岡市名須川町 18番 13号

株式会社波;量殺枚私
電話 (代表 )23-3418番

E・】・，"'~芯 I :J・長ご置
内視鏡・顕微鏡で医療に貢献する一一

オリンパス販売株式会社
仙台営放所 仙台市一番丁 1-3-1

〒980 日本生命 ピル 9F 
官官 0222(23)7821 

オリンパス販売側代理屈・サービスせンター
ヤマト光俊工業側代理屈

械式会社共栄オリシパス
盛岡営業所盛岡市高松4ー 2ー l

干02001 S0100(61)0212(代)


